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「ユース年代のサッカー」を語ろう！ 

U-18 フットサルリーグチャンピオンズカップの 10 周年を機に 
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名 称 ： サロン 2002 公開シンポジウム 2025-1「ユース年代のサッカー」を語ろう！ 

－U-18 フットサルリーグチャンピオンズカップの 10 周年を機に 

主 催 ： 特定非営利活動法人サロン 2002 

日 時 ： 2025（令和 7）年 11 月 23 日（日祝） 15：30～18：00（15：00 受付開始） 

会 場 ： 筑波大学附属高校「桐陰会館」＆オンライン（Zoom） 

登壇者 ： 玉生 謙介 全国高体連サッカー専門部部長／学習院高等科 

大友 洋介 日本フットサル連盟 U-18 ワーキンググループ委員長／武相高校 

＊橘 和徳 富山県 U-18 フットサルリーグ責任者／富山中部高校 

＊原 陽司 東京都 U-15、U-18 フットサルリーグ運営委員長 

 代理：石井智 東京都サッカー協会フットサル委員会ユース部会副部会長／錦城高校 

＊本多克己 株式会社シックス／NPO 法人サロン 2002 副理事長     ＊指定発言者 

※中塚 義実 NPO 法人サロン 2002 理事長          ※コーディネーター兼 

参 加 費 ：1,000 円（サロン 2002 ファミリーと学生は無料です） 

参加申込 ：Peatix よりお申し込みください ⇒ https://peatix.com/event/4614131 

 

＜開催趣旨＞ 

明治・大正期の近代スポーツ導入以来、日本におけるユース年代のスポーツの場は主に学校でし

た。体育の授業や部活動が日常的なスポーツの場となり、学校対抗の競技会はメディアの支援を得て

大きく取り上げられ、日本人の生活の一部となりました。しかし長きにわたるこのシステムは 20 世紀

後半から限界が見え始め、21 世紀のいま、大きな転換期を迎えています。部活動の地域展開は学校教

育の見直しだけでなく、地域の活性化の観点からも求められます。 

J リーグ発足を機にスポーツ界が劇的に変化し始めた 1997 年度、日本サッカー協会機関誌 JFAnews

に「ユース年代のサッカーはいま！」の連載を持ちました。高校生や指導者の意識の変化、スポーツ

環境再構築のための視点、リーグシステムや部活動改革の方向性、サッカーやフットサルをバランス

良く配置する年間計画の提示などを試みました。これらのうちいくつかは実現されましたが、形だけ

で“魂”が伴わない実態や、少子化、暑熱環境対策、働き方改革などの課題が大きくのしかかり、改めて

「ユース年代のサッカー」を議論する場が必要であると感じています。 

NPO 法人サロン 2002 が主催する「U-18 フットサルリーグチャンピオンズカップ」が今年で 10 周年

を迎えます。このタイミングで標記シンポジウムを企画しました。「ユース年代（今回は主に U-18 年

代）のサッカー（フットサルを含む）」の現状と今後について、可能性と課題を出し合う場にしたい

と思います。多くの方のご参加をお待ちしています。（中塚義実） 

https://peatix.com/event/4614131
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登壇者プロフィール 

【演 者】 

◆玉生 謙介（全国高等学校体育連盟サッカー専門部長／学習院高等科サッカー部顧問） 

東京都出身。桐朋高校から筑波大学体育専門学群入学。蹴球部所属。大学院時代は蹴球部コーチ。1999

年より学習院高等科に保健体育科教諭として勤務。同校サッカー部顧問を務め現在に至る。 

DUOリーグの上位リーグとして創設した東京都地区トップリーグの代表を2008～2015年に勤める。東

京都高体連サッカー専門部委員長（2019～2020年）を経て、コロナ禍の2021年より全国高体連サッカー

専門部長。高校総体サッカー競技の固定開催に尽力。諸課題に直面しながら全国3,800校の男子サッカー

部と500校の女子サッカー部の組織をリードし、現在に至る。 

フットサルとも深く関わり、大学時代にはFIFA公認化前の世界選手権に日本代表として出場経験あり。 

2001～2011年は東京都FAフットサル委員会ユース部会のメンバー。 

◆大友 洋介（日本フットサル連盟U-18ワーキンググループリーダー／武相高校フットサル部顧問） 

秋田県出身。2001年より神奈川県武相高校理科教諭。2002年7月に「フットサル部を作りたい」生徒

たちが集まり、武相高校フットサル部の前身となる活動が始まる。2004年2月に同好会、2007年2月よ

りフットサル部として承認される。2005年に神奈川県FAフットサル委員となり、2006年にU-18年代の

第1回大会を開催。2008年にはU-18リーグを開始。2023年11月より日本フットサル連盟のU-18ワーキン

ググループリーダーに就任。U-18年代の育成・強化と、日常的なフットサル環境の整備に努める。 

 

【指定発言者】 

◆橘和徳（富山県 FAフットサル委員・同高体連サッカー専門部委員／富山中部高校サッカー部顧問） 

富山県出身。富山中部高校から筑波大学体育専門学群入学。蹴球部所属。2005年第1回全日本フット

サル大会東日本大会出場。大学院時代は女子サッカー部GKコーチとしてインカレ3位を経験。2012年

より富山県公立学校教諭（保健体育）となり、同時に北信越フットサルリーグにて約10年間プレー。 

現在、富山県高体連サッカー専門部ではU-18サッカーリーグとU-18フットサルリーグの運営に携わ

り、サッカーとフットサルの融合を目指している。同県高体連研究部委員長も務める。 

◆原陽司（東京都 FAフットサル委員会ユース部会メンバー、U-15・U-18フットサルリーグ代表） 

栃木県出身。2012年よりフウガドールすみだの育成年代の運営および東京都U-15リーグの運営に携

わる。2024年度からは東京都U-15・U-18リーグを統括する立場となり、大きな可能性と多くの課題が

募る東京都の育成年代のフットサルをリードする。 

◆本多 克己（NPO法人サロン 2002副理事長／神戸アスリートタウンクラブ理事長） 

兵庫県出身。京都大学文学部卒。賀川浩と株式会社シックスを設立し、賀川サッカーライブラリなど

のコンテンツ、ホンダカップなどのスポーツ大会をプロデュースしてきた。神戸アスリートタウンクラ

ブ理事長、サロン 2002 副理事長、兵庫県フットサル連盟理事、兵庫県サッカー協会理事を務める。 

 

【コーディネーター】 

◆中塚 義実（NPO法人サロン 2002理事長／東京都 FAフットサル委員（ユース部会長） 

大阪府出身。筑波大学体育専門学群・同大学院を経て 1987 年より筑波大学附属高校保体科教諭・蹴球

部顧問。2024 年度末まで 38 年間、異動することなく勤務。1995 年度より東京都サッカー協会フットサ

ル委員（ユース部会長）。1996 年度に東京都内でユースサッカーリーグ（DUO リーグ）を創設。1997 年

度よりサロン 2002 の活動開始。2014 年度に NPO 法人化。 
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公開シンポジウム 2025-1参加者 計 22名（敬称略） 

注）名前の前の記号は、◎NPO 会員、○会員外のサロンファミリー、無印はサロンファミリー外 

 

■会場での対面参加（10名） 

石井智（錦城高校）、遠藤宏一（足立学園高校）、○大河原誠二（桐窓サッカー倶楽部、サッカークラブ

桐一族、附属 106 回サッカー部）、◎橘和徳（富山中部高校）、玉生謙介（全国高体連サッカー専門部／

学習院高等科）、◎茅野英一（元帝京大学）、◎中塚義実（NPO 法人サロン 2002 理事長）、◎本多克己

（NPO 法人サロン 2002 副理事長）、望月昇（以前にサッカー指導経験あり）、森田真陽（筑波大学附属

高校） 

 

■オンライン参加（12名） 

荒川浩幸（（一社）北海道フットサル連盟）、◎井上俊彦（NPO サロン 2002 長野支部）、大友洋介（関東

フットサル連盟）、◎小池靖（メーカー勤務／元サッカースポーツ少年団指導者）、小板博章（愛知県サ

ッカー協会）、小曽根潮（京都府フットサル連盟）、◎関秀忠（NPO サロン 2002 理事／弁護士）、 

露木健司（バルドラール浦安）、鶴田文彦（熊本県 U18 フットサルリーグ）、○長野いつき（音楽家／部

活動学会）、中村洋平（If Levante Futebol Clube）、○野原輝人（洲本市地域おこし協力隊／FC.AWJ スタ

ッフ（関西サッカーリーグ所属）、 

 

Ⅰ．オープニング（中塚義実） 

皆さんこんにちは。NPO 法人サロン 2002 の公開シンポジウム、＜「ユース年代のサッカー」を語ろ

う！－U-18 フットサルリーグチャンピオンズカップの 10 周年を機に＞と題して、いまから約 2 時間半

お付き合いください。今日は「ユース年代」の中で、主に U-18 男子の話が中心となります。ところど

ころ U-15 や女子についても触れていきたいと思います。 

私は主催団体 NPO 法人サロン 2002 理事長の中塚義実と申します。コーディネーターを務めます。

長らく、本日の会場校である筑波大学附属高校に勤めておりました。東京都サッカー協会ではフット

サル委員会ができた当初からの

委員で、ユース部会長を務めて

います。 

スライドを共有させていただ

きます。喜んでいる写真です。

全国高校サッカー選手権大会決

勝と同じ成人の日に、毎年長野

県千曲市で U-18 フットサルリー

グチャンピオンズカップという

全国大会を、toto の助成金をいた

だいて NPO サロン 2002 で主催

しています。この写真は、今年 1

月の第 9 回大会で優勝チームが

優勝カップを掲げて喜んでいる

写真です。優勝チームは東京の
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フウガドールすみだファルコンズ。4 連覇達成です。 

ここのところ東京が結果を残しています。今日のシンポジウムでその秘密を探るわけではありませ

ん。多くの課題を現場が抱えています。フットサルだけではありません。サッカーも含め、ユース年

代のフットボールがいろんな意味で曲がり角に来ているのを感じます。開催趣旨にあるような問題意

識から、本日のシンポジウムを企画しました。 

進行案です。まず私の方で 20 分ほど時間をいただき、問題提起をいたします。続いて、U-18 年代の

サッカーとフットサルの現状と課題について、全国的なところを取り上げていきます。 

会場にはいま様々なことで頭を悩ませておられる玉生謙介さん、全国高体連サッカー専門部長がい

らっしゃいます。お正月の高校選手権で開会挨拶をされる方です。よろしくお願いします。 

玉生さんの高体連サッカーの話に続き、日本フットサル連盟で U-18 年代をどのように進めていくか

を検討するプロジェクトのリーダーをされている大友洋介さんにお話しいただきます。今日は神奈川

県フットサルリーグの試合があるのでオンラインでの参加ですが、少し手違いがあって試合が終わる

まで参加できません。4 時 15 分ぐらいになるとのことです。 

順序を少し入れ替えて、玉生さんの話に続いて各地域の様子ということで、富山県と東京都、そし

て全国を見据えた話を、指定発言者の 3 名の方にお願いしいます。富山の話をしてくださるのは橘和

徳さんです。よろしくお願いします。東京の話は原陽司さんにお願いしていましたが、どうしても来

られなくなり、代わりに錦城高校男女フットサル部顧問をされながら U-18 リーグの運営を精力的にさ

れている石井智さんにお話しいただきます。おなじみの本多克己さんからは、10 回目を迎える U-18 フ

ットサルリーグチャンピオンズカップのあゆみと各地域の様子などをお話しいただく予定です。 

会場にはいま 8 名。このあと数名来られると思います。オンラインの方には事前に 11 名が参加申込

をされています。後ほど発言される際に自己紹介を合わせてしていただければと思います。 

 

◆テーマ設定の背景 

今日のテーマで「ユース年代のサッカー」を括弧付けにしているのには理由があります。J リーグが

始まって数年経過した 1996 年度。私は高校教師をしていたのですが、その頃抱いた問題意識をもとに

して近隣の学校とクラブユースで「DUO リーグ」という高校生年代のサッカーリーグをスタートさせ

ました。それがいま全国に広がっています。フットサルの方は、1995 年度から各都道府県に委員会が

でき、私もそのころから委員の一人なのですが U-18 の大会はまだ始まらない時期でした。 

ちょうどその頃、1997 年度に日本サッカー協会機関誌 JFAnews で「ユース年代のサッカーはいま」

という連載を持つ機会がありました。J リーグができたことによってユース年代のサッカー界、あるい

はスポーツ界全体がどのようになっていくのだろうということを、全国大会出場チーム対象のアンケ

ート調査や、スポーツの社会学的な視点からみた改革の方向性などの考えを示したものです。そして

現場で取り組みはじめたことを「ユース年代にリーグ戦を」「これからのユースサッカー」として紹

介しました。いまから 30 年近く前の連載ですが、ここに書かれたことは、いまサッカー界でかなり実

現しているのではないかと思います。 

しかし連載時には想定していなかったこと、視野には入っていたけど思っていた以上に進んでしま

ったことがあります。たとえばコロナ禍がありました。青少年の活動における優先順位を改めて考え

ることになりました。そして暑熱環境対策。日本の夏がとんでもない状況になっていく中、青少年が

夏に屋外でスポーツすることが問題視されるようになりました。運営側も頭を悩ませる大きな問題で

す。そしてこの国のスポーツを担ってきた学校運動部が、ご存知の通り、学校だけでは成り立たなく

なっています。部活動の地域展開は中学校で先行していますが、高校も他人事ではありません。そも

そも学校の教員の仕事の中で、部活動にこんなに時間と労力を注いでしまっていいのだろうか。本来

教員がすべきことはできているのか。持続可能なあり方を考えたときに、本当に大丈夫なのかという
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ことがあります。そして少子化の問題。これは想定以上に進んでしまっています。地方と都市部の格

差もあります。このような中で

いろんなことを考え直さなあか

ん時期だということです。 

連載の最終回では、「地域ご

とにリーグ戦を」と提言しまし

た。底辺は近場で、レベルが上

がるにつれてより広範囲で、9 地

域リーグを頂点とするぐらいの

イメージです。高校生の生活圏

はそれぐらいがちょうどよい。 

リーグ戦の期間がシーズンで

す。オフシーズンやプレシーズ

ンもはっきりします。オフを作

ってサッカーから離れる時間を

持つことも大事です。 

 

◆DUO リーグの理念と底辺からの組織化 

このような発想で、東京都文京区・豊島区で

「DUO リーグ」と名付けられた U-18 サッカーリー

グをはじめました。大事なのは理念を掲げ、その実

現に力を注ぐことです。ただ試合をこなすだけでは

ありません。サッカーの生活化、チームからクラブ

へ、レベルアップ、自主運営と受益者負担。文化と

してのサッカーのあり方を推進していくのがリーグ

戦であり、スポーツ本来のあり方です。 

1996 年 4 月から 7 月末まで、6 クラブ 10 チーム

ではじめました。高体連だけでなく、三菱養和、ク

ラブユースも一緒にやっています。「はじめればは

じまる」ことがわかりました。1 学期にやってみて

よかったので、2 学期に後期リーグを行うことにな

りました。後期から「入れてほしい」と言ってくる

ところには理念とビジョンを伝え、“同志”である

ことを確認した上で加盟を認める形をとりました。

リーグに加盟すれば試合ができるというだけではダ

メです。指導者が理念とビジョンを共有することが

不可欠です。このようにして広げていきました。 

「小さく立ち上げ、大きく育てる」方針です。東

京都全域で DUO リーグモデルのリーグをつくる動

きをはじめました。そのとき構想していたのが次の

図です。全国レベルの大会、高体連で言えばインタ

ーハイがあって選手権があります。そこへ向けての予選は、負ければ終わりのノックアウト方式のカ

ップ戦です。これはあってもいい。だけど日常生活の中にあるのは、学校の 1 学期と 2 学期で前期、
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後期に分かれ、地域別、レベル別で展開され

るリーグ戦です。そうすると 3 学期がオフシ

ーズンとプレシーズンになります。この時点

では、サッカーのオフシーズン、プレシーズ

ンのイベントとしてフットサルなどの単発大

会があればいいなという感じで、東京都で U-

18 フットサル大会を企画しました。サッカー

のトレーニングとしてのフットサルという考

えでした。 

連載の中では、他のスポーツにもリーグ戦

文化をしっかり広げていくことにも言及して

います。サッカータレントの A 君は、年間通

してサッカーをやればいい。けど

普通のスポーツ好きの B 君は、年

中サッカーに縛られることはな

い。1 学期はバスケットボールのリ

ーグに出て、2 学期はサッカーのリ

ーグに。このようなマルチスポー

ツライフができる環境になれば少

子化にも対応できるだろうと考え

ていました。 

いまバスケットボールなどいく

つかのスポーツでユースリーグが

少しずつ始まっているようです。

それはいいのですが、しっかりし

た理念を理解してやっているのか

が心配です。ユースリーグを始め

た私たちですら、“魂”を伝えきれていなのではないかと思うときもあります。 

 

◆東京都における U-18 フットサル 

ここからは東京都の話になります。私は U-18 年代のサッカーにずっと関わってきましたが、同時に

東京都サッカー協会（TFA）フットサル委員会

の 2 種年代（U-18）担当で、いまもユース部

会長を務めています。大人や少年の大会は

次々に生まれましたが、U-18 年代については

何もない状況が続いていました。 

ちょうど 2000 年度末の TFA フットサル委員

会の中でこんな議論がありました。東京都内

に民間フットサル施設が結構ありますが、そ

こで高校生が大勢プレーしている。部活がし

んどくて辞めた者や、高校で部活に入ると大

変だから中学時代の友達でチームを作ってボ

ールを蹴っている人たちだろうということで
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す。それから、いくつかの学校でフットサル同好会ができはじめていました。私の学校でもそうで

す。1994 年に FIFA が Five-a-side football をフットサルと定め、1995 年度から国内のフットサル大会が

はじまり、民間施設もできはじめ、フットサルが徐々に浸透してきた時期です。一方で、高体連のサ

ッカー大会で人数不足で出場できないチームが増えてきたこともあります。11 人集めるのが難しくな

ってきたのです。けど 5 人ならできるだろうということで、2001 年度事業として TFA フットサル委員

会で U-18 のフットサル大会を開催しました。この頃、おそらく玉生さんも TFA フットサル委員 2 種

部会のメンバーだったと思います。 

第 1 回大会の 2 日目の結

果です。初日は 4 チーム×3

グループの総当たり戦、2 日

目は順位決定戦です。大会

ごとにチーム登録をする制

度でしたので、多種多様な

チームが集まりました。

「やんちゃな奴ら」がたく

さんいて、試合に負けた腹

いせで更衣室を蹴っ飛ばし

たり、なかなか大変でし

た。そもそも小金井市総合

体育館という公共施設を借

りること自体、市民権を得

ていないフットサルにとっ

ては大変でしたが、とにか

くはじめました。筑波大学

附属高校フットサル部門も「筑附 FC」と

して出場しています。 

夏に実施した全国初の U-18 公認フット

サル大会は、大変ではあったがなかなか

良く、冬もやろうということになって 1

月に実施しました。これ以降、夏と冬の

短期イベントとして両大会はフットサル

委員会事業として続いています。 

最初の 10 年で、普及目的の夏の大会、

競技志向で東京都チャンピオンを決する

冬の大会が定着します。サッカーをやっ

ている人も、サッカーリーグのオフシー

ズンにフットサルをやろうということで

この時期に大会を持ってきました。そし

て、単発的なフットサル大会をやっているうちに、もっとフットサルをやりたい人たちが「リーグ戦

をやりたい」と考えるようになります。 

東京の大会回数はそのまま年度を表しています。夏と冬の第 1 回大会が 2001 年です。この大会が第

7 回を迎えた 2007 年度にプレリーグがはじまり、2008 年度から公式リーグとしてスタートします。 
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夏と冬の大会の優勝チームを見ていくと、FC 東京 U-18 や國學院久我山高校といった、バリバリの

サッカーチームの名が見られます。こういうところもタイミングが合えば参加していました。國學院

久我山はいまも、高校 3 年生で進路が決まっている人たちが冬の大会に出場しています。 

10 年経過したときに、次の 10 年は「横と縦

への広がり」を目指すことを掲げました。本多

さんはじめ、全国各地で、あるいは協会や連盟

で U-18 フットサルに携わる方と相談しながら、

全国大会の開催に向けて動き出しました。そし

ていまに至るわけです。 

東京都でやっているフットサル大会の優勝チ

ームをみていくと、勢力図がよくわかると思い

ます。F リーグが 2007 年にでき、その下部組織

でフットサルに専門的に取り組むところが優勝

するようになります。東京ではサッカーとフッ

トサルの分化が、トップレベルにおいては進ん

でいると言えるでしょう。 

 

 2008 年度を第 1 回とする東京都 U-18 リーグの優勝チームも表にあるとおりです。 

JFA キャプテンズミッションでこの取り組みを紹介したこともあり、全国各地で少しずつ U-18 フッ

トサルリーグが整備されてきました。そして各地のリーグチャンピオンが集まる「U-18 フットサルリ

ーグチャンピオンズカップ」が、今年で 10 年を迎えるということです。 
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◆U-18 フットサルの全国大会 

2012 年 3 月にオーシャンアリーナで開催された「U-18 フットサルトーナメント」が、U-18 フットサ

ルの全国大会の先駆けと言えるでしょう。法人化前のサロン 2002 が深く関わりました。翌年度の大会

では、中日にサロン 2002 公開シンポジウム「U-18 フットサルを語ろう！」を開催し、当時の JFA フ

ットサル委員長や日本フットサル連盟（JFF）専務理事にもご登壇いただきました。U-18 フットサルの

今後について前向きな意見が交わされ、JFA や JFF 主催大会に繋がります。 

単独チームの日本一を決める大会として、JFA 全日本 U-18 フットサル選手権大会が 2014 年度から

開かれています。フウガドールすみだファルコンズが、こちらでも 3 連覇を達成しています。 

2015 年度にはじまる「GAVIC CUP ユースフットサル選抜トーナメント」は JFF 主催の公式大会で

す。各地域の目標となる貴重な大会でしたが、財政難やコロナ禍など、諸事情から開催できなくなり

ました。再開の要望は各地域から多く、兵庫 FF 主催で再開されましたが JFF の方針は不透明です。 

 

 

このように、協会や連盟主催の全国大会は徐々に整備されましたが、最も大切なのは日常生活の中

にフットサルがある環境を

作ることです。各地域に U-

18 フットサルリーグが育つ

ようにとの願いで、リーグ

チャンピオンが集まる全国

大会を、toto 助成を受けて

NPO 法人サロン 2002 では

じめました。まだ全国各地

に U-18 リーグが整備され

ているわけではないので、

我々の NPO が担い手となっ

ていますが、いずれは協会

や連盟が主催できるように

と願っています。 

過去 9 回の優勝チームと

会場は右表のとおりです。

第 3 回大会から、「ことぶ
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きアリーナ千曲」で開催しています。宿泊も千曲市の戸倉上山田温泉と連携し、「温泉街をスポーツ

で盛り上げよう！」という視点で取り組んでいます。 

ということで、ここから問題提起をして、私の話を締めたいと思います。 

 

◆「ユース年代のサッカー」の現状と課題－東京の事例から 

右図は 2024 年度の、東京

都高校サッカー部の年間計画

のイメージです。リーグ戦が

レベル別に設けられていま

す。TFA 公式の「T リーグ」

は T1～T4 の 4 部制。その下

に地区トップリーグがありま

す。2025 年度からは地区ト

ップリーグが T5 となりまし

た。高体連の大会はすべて、

負ければ終わりのノックアウ

ト方式です。この図では斜め

の矢印で示しました。リーグ

期間の合間にカップ戦があ

り、インターハイ予選は 4 月

末から 6 月まで。インターハ

イは 7 月末から 8 月。選手権

の予選は負ければ終わりです

が、勝つと 8 月末から 11 月中

旬までずーっと続きます。そ

して高校選手権予選が終わっ

たところで新人戦が地区ごと

に始まります。以前は年内で

終わっていましたが、それが

1 月にずれ込むようになりま

した。新人戦を勝ち上がった

ところが 4 月からの関東大会

予選に出られます。オフシー

ズンもプレシーズンもありま

せん。とにかく試合消化に追

われるばかりです。サッカー

だけでこうです。 

ここにフットサルの大会が加わります。はじめは「サッカーのオフシーズンにフットサルをやろ

う」と言っていました（黄土色の楕円形）が、フットサルを本格的にやりたい人たちのリーグ戦が 5～

12 月に入ってきます（黄緑の矢印）。だから東京では、サッカーとフットサルの両方のリーグに出場

することは無理ですね。JFA 全国大会とその予選（緑）、リーグチャンピオンズカップ（黄緑）。こ

れに加えてここ最近は、東京都フットサル連盟主催の「東京都高校フットサル選手権（黄土色の赤

枠）」もはじまり、込み込みになっています。整理していかないといけない状況です。 
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 暑熱環境対策で、FA 主催の 7～8 月のサッカー大会はできなくなりました。各連盟主催大会につい

ては連盟ごとの判断に委ねられるようですが、サッカーだけ、フットサルだけでなく、ユース年代の

育成（日常生活）はどうあるべきかを、広い視野で考えて意見交換しなくてはなりません。 

最後のスライドです。これは 2013 年 3 月の公開シンポジウム「U-18 フットサルを語ろう！」で示し

た問題提起です。まったく同じことを今回も

提示したいと思います。 

U-18 フットサルを「いつ」やるのか？ リ

ーグ期間がシーズンです。サッカーとフット

サルをどのように位置づけるのか。暑熱環境

対策もあります。曜日や時間帯の話では、ふ

つうの高校生の生活を前提として考える必要

があるでしょう。 

「どこで」やるのか？ 特に学校体育館の

開拓は不可欠です。 

「誰が」やるのか？ サッカーもフットサ

ルもやってほしいけど、誰に対してなのか。

U-18 年代であればフットサルに特化する者が

いてもいい。では U-15 は？ U-12 は？ 

「何を？」というのは、「フットサル」と言うためにはどのような条件が必要なのかということで

す。体育館でないと、プレーイングタイムでないといけないのか、ということも含まれます。 

「どのように？」も重要です。とくに担い手問題。 

12 年前のシンポジウムで問題提起したことはいまも検討のための視点になっていると思います。 

おそらく全国高体連サッカー専門部の部長をされていると、このようなことよりももっと目の前に

直面する課題がたくさんあると思います。このあたりで玉生さんにバトンタッチしたいと思います。 

 

 

Ⅱ．全国高体連サッカー専門部長より（玉生謙介） 

皆さんこんにちは。全国高体連サッカー専門部の部長を務めております玉生と申します。シンポジ

ウムで話をする時間をいただきましてありがとうございます。 

以前から中塚先生に話をしてほしいということで、もちろん準備はしていたんですけど、きちっと

準備しようかなと思った時に、ここ最近騒がせてる事件が起きました。皆さんもいろいろご承知かと

思いますけど、その対応に時間を割いてしまいました。 

ということで資料もないような状態です。中塚先生が準備されたカレンダーを拝借しながらお話が

できればと思っています。 

 

◆高校サッカーの現状①－直近の高校選手権をめぐって 

高校サッカーの現状ということでは、ここ最近僕を忙しくさせた、そういう事件が起きるというこ

とが現状なんだと思います。今日の話題とはずれてしまうかもしれませんが、少し話をさせてもらい

ます。 

高野連とは違って、辞退するとかしないとかについて、学校の判断を尊重するということで全国高

体連はやっています。これはサッカーだけの話ではありません。全国高体連に加盟している団体はす
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べて、学校の判断を尊重してやっています。こちらが出ていいよ、出ちゃダメということはしていま

せん。それが大原則です。 

まずは仙台育英の話が出てきました。あのくらいの話だと、ここ数年の流れだと出る方向だったと

思います。でも、今夏の甲子園、広島の広陵が辞退したあたりから、何となく世間の考え方というか

流れが少し変わってきたなと感じています。そして仙台育英が、新人戦とプリンスリーグを辞退した

という話を聞きました。それが 11 月 7～8 日あたりです。となると辞退という可能性はかなり高いな

と私は感じました。選手権の要綱の中には、辞退したチームが出てきた場合の対応についてのルール

がありません。なので早急に実行委員会を開いて、辞退した時にはどうすればよいかを決めなくては

いけないということで動きました。結果として、繰り上げで準優勝チームを出場させるということに

なりました。その後、準優勝チームの聖和学園に打診して出場が決まりました。繰り上げなしでやろ

うと考えたときもありましたが、いろんな方と話をさせてもらい、繰り上げありを決意しました。聖

和学園はまだプリンスリーグを戦っていてあのチームはまだ解散していない、選手権予選は負けたけ

ど、今だったらチームとして十分準備ができていて全国大会にも出られるだろうと。大会としても、

やはり各地域から代表を全部揃えた 48 チームで行いたいという思いがありました。代理で繰り上げ出

場したチームが全国大会を経験することも、人生において大きな経験、財産になるだろうとも考えま

した。そういうことを踏まえて決断しました。いろいろとありましたが、ざっくりとこんな流れで

す。 

この判断でいろんな問題が出てくるだろうという心配はありました。やはり聖和学園についても、

メディアから報道が出てきました。出てきたら出てきたで、ここでたまったうみをしっかり吐き出し

て、健全な環境ができていけばいいのかなと思っています。 

というところで、選手権をめぐる話題でした。 

 

◆高校サッカーの現状②－インターハイをめぐって 

高体連としての大きな課題はインターハイですね。どうするか検討を重ねているところです。 

7 月、8 月に JFA が主催大会を開かないということを宣言しました。高体連などの連盟大会について

は、判断はそちらに任せるというようなことで、とりあえずインターハイは続けているわけです。 

高体連のインターハイ

は、いまは地域ブロックの

持ち回りでやっています。

サッカーもそこにくっつい

て一緒に回ってやってきた

わけです。ただ、地域によ

ってはめちゃめちゃ暑い大

会、もしくは雷雨とか、そ

ういうのに悩まされた大会

がここ数年、かなり多くあ

りました。このままじゃや

ばいよね、どこか涼しいと

ころでやろうよ。涼しいと

ころなどなかなかありませ

んが、少しでも環境のいい

ところで固定開催にしてい

かないと、いつ重大な事故
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が起きるかわかりません。男子は幸いにして大きな事故は今までなかったのですが、女子は救急搬送

されるような事例がやはり出てきました。 

そういうことも含めて、環境のいいところでやらないとまずいなということで、かなり前から話を

進め、昨年度から、男子に関しては福島県 J ヴィレッジを中心としたところで固定開催、女子に関して

は北海道。去年と今年は室蘭で、来年度も一応北海道でやることにはなっています。しかし旭川に変

更されました。旭川も夏は相当暑くなっていて少し心配です。そのような形でインターハイに関して

はやっています。 

J ヴィレッジは、東京から出ていくと全然涼しいと感じるぐらいです。WBGT の値も、去年より今年

の方が若干数値的にはよかったです。行っても 28 ぐらい。30 に行くことがありませんでした。海沿い

ということもあり、暑い地域から行くと、全然涼しいじゃん、これだったらいいよねっていうような

感じです。まあ WBGT28 度という数値がいいのか悪いのかという考えはあると思いますが、このくら

いの数値だったら、かつてのインターハイとさほど変わらないし、鍛えられた高校生だったらやれる

よねという環境だったと思います。とは言え、日本全体で見ると、気温 40 度が当たり前の世の中にな

ってきました。J ヴィレッジも、WBGT の値が 30 になるような年があるかもしれません。そんな中で

無理やり大会をやって、もしかしたらというようなことが起きてもおかしくないと想像できるよう

な、日本の環境になったと思います。 

ということで、JFA がやめたということもあるし、高体連としても、今後インターハイをどうして

いくのかというのを真剣に考えているところです。 

インターハイ、7 月、8 月は厳しいよね、7 月、8 月にインターハイはできないだろう。 

そういう選択肢を持ちつつも、現状では何とか、もっといい方法はないかということを探りなが

ら、できる限りインターハイは続けていきたいなと考えているところです。 

ただ、僕は部長ですが、部長を外して個人の思いを言うと、いつかやれなくなる日は来るという考

えでいます。そうなった時に、カレンダーは大きく変わるのかなと思っています。 

先ほどのカレンダーを出してもらえますか。 

 

◆U-18 のカレンダーを見ながら 

このカレンダーですね。リ

ーグ戦は、中塚先生が始めら

れた DUO リーグがここまで

展開されています。一番上は

プレミアリーグ。そして 9 地

域ごとのプリンスリーグ。各

都道府県、東京都なら T リー

グ。地区トップリーグは残念

ながら今年から T リーグ、T5

に変わってしまいました。そ

の下に DUO リーグを含めた

地区リーグがあるリーグ構造

です。リーグ戦が充実するの

はすごくいいんです。めちゃ

めちゃいい話だと思うんです

けど。過密なんです、サッカ

ーも。夏休みに全国大会があ
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り、12 月末～1 月にも全国大会があり。たぶん上に行けば行くほど休みがないような状態で、1 年間を

過ごしています。 

私のチームはいま T5 にいますけど、そのレベルでもほぼほぼまとまった休みは取れません。何とか

夏休みと年末のところで 1 週間ぐらいの休みは取っていますけど、次の大会のことを考えると、1 ヶ月

まとめて休むようなことができるカレンダーではないと思います。 

東京で言いますと新人戦が、今も筑波大附属のグラウンドでやってますけど、11 月から始まり年内

で一回閉じて、1 月に再開するようになりました。再開することを考えると、年末に悠長に「1 ヶ月も

休んでられないぞ」というようなカレンダーになっています。大きく 1 ヶ月、2 ヶ月ぐらいの単位で休

んでオフシーズンを作るということを考えると、インターハイがもし 7～8 月にやらない、なくなると

いうことがあれば、7 月を丸々オフシーズンにして 9 月から再開するリーグ戦に向けて 8 月からぼちぼ

ち動く、プレシーズンというところになっていくのかなと思います。この図で想定されている 1～2 月

じゃなくて。インターハイがなくなるようになれば、そのあたりがオフシーズンになっていくのか

な。とすると、今日はこの後フットサルの話題もいっぱいあるかと思いますが、夏は暑いので室内に

入ってフットサルをその時期にやろうか、みたいな流れが出てきて、フットサルとサッカーの融合が

出てくるのかなと思います。 

ちなみに、全国委員長会議というのを年に 2 回やらせていただいていますけど、その中の議題にフ

ットサルという言葉が入ったことは一度もないと思います。サッカーの話しかしてないです。東京都

高体連サッカー専門部の会議では、いまフットサル担当の先生がいて、先日も「こういう大会が夏に

ありますのでよろしくお願いします」というようなことを言っていました。東京都に関しては、少し

ずつそうやってフットサルも話題も上がってくるような状況になったかなと思います。 

まあとにかくカレンダーですね。カレンダーはやはりこれから見直していかないと。健全なという

か、オフシーズンを持ったゆとりのあるサッカー環境というのはなかなか現実的には難しいところか

なと思います。 

こんなところに触れてほしいということがあれば、中塚先生から突っ込んでいただき、お答えした

いと思います。 

 

中塚：では小さなツッコミですが…。 

玉生さんは学習院高等科サッカー部の顧問でもありますが、去年まではこの図の一番下にある DUO

リーグ 1部にいて、昇格して一つ上の都道府県レベル、去年までは「地区トップリーグ」と言ってい

たものから T5、つまり東京都サッカー協会公認リーグの 5部に昇格したわけです。TFA主催事業の枠

の中に入ったことで、先ほどの「担い手」の話と関係してきますが、自分たちでやっていた DUOリー

グとはいろいろ変わってくるわけです。DUOリーグでは参加費が 1チームあたり 2万円ぐらいだったと

思います。2チーム出しているクラブは、チーム数に応じて 4万円となるわけです。これが、TFAの公

認リーグになると、審判も公式に派遣されるという流れの中で、加盟費や参加費が爆上がりしたとい

う話をお聞きしました。そのあたりの補足をお願いします。 

 

玉生：DUOリーグは参加費 2万円。DUOリーグ以外の地区リーグだと、参加費を取ってないようなとこ

ろもあります。ちゃんと参加費を集めて審判費を払えよるようにしようよというところもまだありま

す。地区リーグとしての DUOリーグから昇格し、今年は T5になりました。参加費は一気に 13万円に

上がりました。 

昨年度までの地区トップリーグは 6万円だったんです。地区トップリーグは TFA主催でなく、DUOリ

ーグのように自主運営していたリーグなのですが、今年度から TFA主催となって T5になった途端、13
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万円になりました。地区トップリーグとやっていることは変わらないのですが。このあたりは見直し

が入るかと思います。 

お金という側面も、やはり段階を経ていくべきだと思います。2万円だったものが一気に 13万円に

なるというのは、とても考えられない話だと思っています。昇格して上のリーグでやりたいんだけど

も、とてもじゃないけどそんなお金は払えない。お金がないから参加できないチームも出てくるよう

な価格設定だと思います。 

13万円には審判費が含まれていないので、これに加えて、T5だと 2,500円×9試合分の審判費を、

毎試合持ち出して払っていかないといけないといった現状ですね。 

 

中塚：DUOリーグ創設期の話にもありましたが、DUOリーグではあえて参加費を徴収しました。なぜか

と言うと、自分たちのリーグ戦を長続きさせるためです。そのため、ささえる活動にもしっかりペイ

していこうということで、審判をやってくれる高校生にも、主審 1,000円、副審 500円ぐらいでしか

ありませんが、その分をみんなで出し合って続けていこうというものです。私が顧問をしていた筑波

大附高では、リーグ戦参加費を部員で頭割りして「各自が小遣いから出すこと」としていました。 

都内 8地区でそれぞれ地区リーグを組織したのですが、いま言われたように、お金を発生させない

で、練習試合の組織化としてやっているところもあります。グラウンドを持っている学校ならそれで

いけるのかもしれません。けどグラウンドのないところは難しいですよね。 

これがオフィシャル化したときに、会場もオフィシャルに、審判も派遣してもらうような形にな

り、とにかくお金がかかってくる。のちほど東京都や富山県のフットサルリーグでもお金の話が出て

くると思いますが、担い手がどこなのか、高校生や中学生年代が参加する大会の参加費はどれぐらい

が妥当なのかというところも、一つの論点になってくるかと思いますね。  

 

玉生：東京だからこその問題だというのはすごく感じています。他の地域、他の県で「いくらでやって

るの」と聞くと、全然かかってないんです。「10数万かかっている」と言うと「えーっ」て驚かれます。

東京は施設が少ないんです。公共の施設を押さえるのにお金がかなりかかってるんですよね。それでそ

ういうお金になってるっていうのが現状ですね。  

 

中塚：どうもありがとうございました。全国のホットな話題から個人的な意見まで、ざっくばらんに

語ってくださいました。 

いまの話のつながりで、富山県の事例をご紹介いただきたいと思います。こちらの会場には富山県

の高体連サッカー、U-18フットサルを共に担っておられる橘和徳さんが来られています。 

 

 

Ⅲ．各地域より－富山県と東京都の事例 

１．富山県のユース年代のサッカー・フットサルはいま（橘和徳） 

富山県から来ました橘和徳と申します。よろしくお願いいたします。「富山県のユース年代のサッ

カー・フットサルはいま」というスライドを作らせていただきました。富山県フットサル連盟理事

（U-18 担当）をさせていただいています。 

1 枚目の写真は、2024 年 3 月にグリーンアリーナ神戸で開催された U-18 フットサル選抜大会に、監

督という立場で富山県 U-18 選抜を連れて参加した時の写真です。卒業したばかりの高校 3 年生もいる

んですけど、全員がサッカー選手です。富山の場合は東京とは異なり、サッカーとフットサルの「分
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化」が進んでいない状態です。サッ

カーもフットサルもやってもらう。

両者の融合というところを目指し、

フットサルで得たものをサッカーに

活かし、サッカーのいい子たちをフ

ットサルでも活躍してもらうといっ

たことをいま考えてやっているとこ

ろです。 

指定発言者として 10 分間ほどお時

間をいただきましたので、自己紹介

から、富山県の U-18 サッカーとフ

ットサルの現状、富山県の特徴や問題点、フットサルとサッカーの融合といった話をさせていただき

ます。 

 

◆自己紹介 

1986 年生まれで 39 歳になりました。富山県立富山中部高校を卒業し、現在母校で働かせていただい

ています。保健体育科の教員です。筑波大学体育専門学群に入学し蹴球部でゴールキーパーをしてお

りました。その後大学院まで進んで筑波大女子サッカー部の GK コーチをしながら、体育科教育学研

究室で、体育の授業はどうするのか、体育の先生を育成するにはどうすればよいかというようなこと

をやっていました。 

教員採用試験には受かると思っていたのですが甘くはな

く、1 年間は NPO の総合型地域スポーツクラブで働かせ

ていただきました。この時に「スポーツって幅広いんだ

な」ということを実感しました。 

地元に帰ってサッカー部の監督をしたいという思いだけ

でいたんですけれども、最初に中学校に採用されて 3 年

間、それからなぜか高校に異動します。富山の場合は中高

一括採用で、中学校に入ったら大体そのまま中学校で続け

るのですが、なぜか高校に異動させてもらいました。その

後、県教育委員会に 1 年間いて、いま母校の富山中部高校

に勤務し 6 年目になります。 

肩書きの話では、富山県高体連の中にはサッカー専門部が当然あり、いまは副委員長としてリーグ

戦の担当をしております。兼フットサル委員です。これは富山いずみ高校に異動して以降、当時の専

門委員長から、「全日本ユース U-18 フットサル大会が開催され、そこに向けた県大会をやらなきゃい

けないからあなた担当ね」と言われまして、2015 年あたりに担当となりました。先ほどの玉生先生の

話でも出てきましたが、富山県では高体連サッカー専門部の中にフットサル委員会があり、これは他

の都道府県では珍しいとお聞きしています。これが、ことをうまく進めている要因だということを、

後でお話させていただきます。 

富山県高体連では副理事長にも就いています。なぜかというと、高体連には研究部という組織があ

り、その委員長をせよということで。何かいろいろと、「やれ」と言われたことには「イエス」か

「はい」か「喜んで」しか言いませんので、そういう感じでやっております。 

サッカーでゴールキーパーをしており、GK コーチもしたいなと思い、2013 年から県トレセンでず

っと関わっていました。富山県サッカー協会の技術委員会では、なぜかフットサル担当として会議に
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出なさいと言われ、「喜んで」と言ってフットサルの話をしています。フットサル委員会もあるので

すが、そちらの方から技術委員会に出席することを続け、だいたいもう 7 年ぐらいになってきまし

た。技術委員会では「フットサルの大会はこんな感じでやってます」という報告ぐらいにとどまって

るんですが、私もサッカーのトレセンにずっと関わっていたので、そちらの側からの意見というか、

フットサルでこのように使ったらいいんじゃないかということを時々発言しながら会議に参加し、い

まも進行中です。 

富山県サッカー協会の中にはフットサル委員会もあるのですが、実働しているのは富山県フットサ

ル連盟の方です。社会人リーグを運営するのがフットサル連盟のスタートでした。ただその中で、U-

18 の選抜大会があるということもあり、「高校の先生でフットサルやっている人」イコール私が理事

になって、U-18 を担当する形となり、連盟にも関わるようになりました。別の組織ですけど、やって

いる人は皆同じで、実働している感じです。2024 年度から NPO サロン 2002 の理事にもなり、「は

い、イエス、喜んで」とさせていただいています。 

この写真は、フットサルの社会人チ

ームで引退試合になった全日本選手権

での写真です。登録選手 14 人のうち半

分ぐらいが日本代表だった名古屋オー

シャンズと試合をした時の写真です。

これをやっている時にフットサルの審

判もやっていて、2 級を取ったときに

県からインストラクターもすぐに取り

なさいと言われ、何かよくわからない

うちに取ったのがフットサル 3 級審判

インストラクターの資格です。これが

U-18 フットサルを富山県でやっていく上で大いに生きてきているところです。後ほどお話しします。 

 

◆富山県の高校サッカーと U-18 フットサル 

これは中塚先生が出されたスケジュールをみて、富山ではどうなってるんだろうと思って整理して

作ったものです。 

まずは上の方から。県サッカー協会技術委員会の中で年間のグラウンド調整、他種別との調整もあ

ります。2 種はこのグラウンドをこの時間使っていいよというのを 1 月、2 月のあたりで決定し、そこ

から節を決めてリーグ戦を入れていく形です。1 部、2 部リーグは選手が多いチームが多いので、4 月

のアタマから始めます。他県では 3 月からリーグ戦を始めるところも増えているようですが、富山で

は 4 月のアタマからです。富山県は 3 部制でやっていますが、3 部のチームは 1 年生が入学してこない

とチームが成り立たないところがありますので、早くても 4 月中旬以降、4 月下旬からスタートしま

す。高校総体予選期間は中断します。暑熱対策もしながらこんな感じで進んでいきます。 

北信越では高校総体の各県優勝・準優勝チームが北信越高等学校総合体育大会に出ます。大会の時

期は関東と一緒だと思いますが、関東とは様子が違います。ここは高校総体の富山県予選で出場チー

ムが決まります。優勝をしてもインターハイにつながるわけではないんですが、ここに設定されてい

ます。女子はこの優勝チームが高校総体に出場します。 

どんどんみていくと、同じように高校サッカー選手権があります。東京みたいに 8 月から始まるわ

けではなく、9 月の終わりから 10 月ごろから始まるようなスケジュールです。 

これだけでも大変なのに、各チームはその公式戦の合間に遠征やフェスティバルにどんどん参加

し、基本的にオフシーズンはありません。当然、この時期に何をするかというようなピリオダイゼー
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ションはやっていると思いますが、選手たちはなかなか大変な状態だなと思います。指導者側も休み

がなく、ヒーヒー言っています。 

 

 

ここにさらにフットサルも混ぜていくという感じです。富山県では全国大会の前に北信越大会を実

施します。北信越サッカー協会フットサル委員会で、サッカーの北信越高校総体と同日開催するとい

うのが決められています。するとサッカーのチームは出られない、のではなく、どうやってここに出

すか、選手をどちらに出すかというような調整をしています。全日本 U-18 選手権でも上位に入る帝京

長岡高校や、石川県の遊学館高校は、そのあたりを調整して、サッカーにもフットサルにもチームを

出しています。でもやはり、帝京長岡さんあたりはサッカーの方を優先するので、フットサルではな

かなか勝ち上がれなくなっているのが現状だと思っています。 

サッカーシーズン中に JFA フットサルの県大会をやろうとしてもできないので、もっと遡って 2 月

のところで、次年度の県大会を済ませることをしています。この大会を実施するためには、その前に

フットサルを知っている子がいないといけません。先ほどもお伝えしたように、我々はサッカーとフ

ットサルを分化していないので、サッカーの子たちがフットサルの全国大会予選をする前にリーグ戦

をやっておいて、慣れた子たちに JFA フットサルの予選に出てもらうということでスケジュールを何

とか組んでいます。 

フットサルのリーグ戦を進めるには、審判の資格保有者を増やさないとできません。そこで 10 月あ

たりでユース向けの審判講習会を私の方で行い、大会やリーグ戦を進めているところです。 

 

◆問題点 

問題点を挙げてみると、いま示した通り、カレンダーが過密化していることが挙げられます。サッ

カーのカップ戦とリーグ戦。暑熱対策の影響でカップ戦の日程が埋まってしまう中、フットサルをど

こに入れようかという感じです。 

それから少子化の影響です。東京都ではあまり感じられないかもしれませんが、富山県では昨年、

人口が 100 万人を切りました。2024 年に富山県で生まれた子どもの数は 5,078 人で、現状の県立高校
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と私立高校の来年度の定員総数は 7,926 人なので、去年生まれた子たちが 15 歳になる頃には 3,000 人

ぐらい高校生が減るということです。サッカーとフットサルのどちらかに特化するほどフットボール

プレイヤーはおらず、部活動地域展開と

いう流れもあり、中学生が気軽にフット

ボールに取り組めない子が出てきている

のじゃないかという現状があります。 

フットサルをする場所の不足もありま

す。フットサルが利用可能な公共体育館

は、町の中心部にはなく、築年数の古い

山間部の体育館を使わせてもらっていま

す。いま全国で熊がよく出てきていま

す。昨日から富山県 U-18 フットサルリー

グが始まりましたが、体育館の横に柿の

木があり、熊の爪跡がついています。屋

内でやる競技ですが、クマさんに気をつ

けながらフットサルをやっています。 

他のスポーツ、バレーボール、バスケ

ットボール、バドミントンなどとも共存

していかないといけません。取り合いに

なっています。指導者不足もあります。

フットサル C 級ライセンスを持っている

方も少なく、フットサルを深く知って指

導できる方が不足しています。かくいう私もフットサルの指導者ライセンスは持っていません。サッ

カーしか持っていないので、今後取りに行きたいと思いますが、学校現場では、若手はサッカー部の

顧問でも未経験者が多く、働き方改革という中で、部活動に時間を費やすことへの考え方も変わって

きている気がします。 

 

◆フットサルとサッカーの融合 

皆さんご承知の通り、富山は雪の多い地域です。たとえ雪が降っていても、ボールを蹴るトレーニ

ングが体育館でできるというのがメリットだと思います。また、ユースレフェリーの育成は、サッカ

ーにもつながるメリットがあると思います。 

デメリットは、冬場の走りこ

みや、遠くまでボールを蹴るこ

とが不足する可能性がありま

す。あまり根拠はありません

が、そんなことを思います。 

フットサルの可能性として

は、よく言われるようにメッシ

選手やネイマール選手のように

ずば抜けた選手が生まれてくる

環境が、富山・北信越地域から

できたらいいなということを考

えています。認知、判断、実
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行、スピード、正確性…。図抜けた選手をここから生み出したい。関東と同じようにやっていてはそ

ういう選手は生まれないと思っているので、北信越地域ではこういう選手を、フットサルをやりなが

ら育てていきたい。いま私は技術委員会に入っているという話をしましたが、今年度から U-13 と U-

14 の県トレセンのトレーニングに、JFA からフットサルの指導者をお招きし、県代表の選手たちにフ

ットサルのメソッドを注入していくことをしていきます。これは長い間言い続けてきたことで、よう

やくいまの富山県ユースダイレクターが本腰を入れて今年からやってくださるようになりました。富

山県だからこそというところで、今後やっていきたいと思っています。 

 

◆ユースレフェリーの育成 

長くなりましたが、最後にユ

ースレフェリーの育成の話を。

原則として参加チームの選手が

レフェリーを行うということを

富山県 U-18 リーグで進めてい

ます。先生たちの負担を減らし

たいし、フットボール文化、フ

ットサル文化を富山で根付かせ

たいという思いです。中塚先生

や本多さんの話を聞きながら、

そういう思いを富山で実現した

いな思い、やっています。 

（写真を見ながら）こういう感じでやっています。高校生がフットサルの試合の審判をしている中

に、県のフットサル審判部長さんに来ていただき、熱心に指導していただくことを続けています。 リ

ーグ戦の開幕前にフットサル 4 級審判の資格講習会を実施し、各チーム 2 名以上参加を義務付けてい

ます。今年度は約 60 名の高校生選手をフットサルレフェリーにしました。 

さらにリーグの中で、インストラクターが実地指導をし、 F3、F2 という感じでステップアップして

もらい、いずれはサッカーでも笛を吹くというところにつながればいいと考えています。現時点で、

ここからスタートした子が 5 名、F3、F2 に上がってきています。このように富山のフットサルを盛り

上げていければなと思っているところです。 

 

本日、シンポジウムが始ま

る前に、初開催の FIFA フッ

トサル女子ワールドカップの

日本 vs ニュージーランドの

試合をこの会場で観戦しまし

た。右側の写真の 2 人が日本

代表選手として出場し、ニュ

ージーランドに 6-0 の勝利に

貢献してくれました。右側の 

5 番が追野沙羅選手、今日は

7 番をつけていましたが 2 得

点です。それから第 2 ピリオ
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ドから出場した GK の須藤優理亜選手。いずれも富山県の出身です。女子フットサルも盛り上げてい

きたいなと考えています。 

また左上は富山高等支援学校の子たちです。先日の高等支援学校のフットサル大会で、全国 3 位と

なりました。そういう子たちもフットサルファミリーです。左下は、現フットサル日本代表の内山コ

ーチに来ていただき、ゴールキーパー講習会というか、フットサル GK トルセンをしたところです。

いろいろやりながら東京に追いつき追い越したいと思って頑張っているところです。 

長くなりましたが、富山ではこんな感じで頑張っております。 

 

中塚：橘さんありがとうございました。富山でサッカー、フットサルをフル回転でやってくださって

いる様子がよくわかりました。その中で次の世代の人たちが、プレーヤーとしても審判としても育っ

ているのが素晴らしいなと思います。 

大友さんが入室されていますが、話の流れでこのまま東京都の事例を石井さんにしていただきたい

と思います。その後で大友さんにお話しいただき、最後に本多さんという流れで進めます。 

では石井さん、お願いします。 

 

２．東京都のユース（U-15、U-18、女子）フットサルはいま（石井智） 

東京都小平市にあります錦城高等学校でフットサル部の顧問をしている石井と申します。本来でし

たら U-18、U-15 リーグの代表を務めておられる原陽司さんにお話しいただくのがふさわしいのです

が、原さんがどうしても参加できない事情があり、急遽代役としてこちらに伺った次第でございま

す。 

皆様と違って私は、学生時代にフットボールをやったことがございません。少年の頃から文化系で

ずっと来ました。教員になりまして、今から 20 年くらい前の話ですが、当時の若手は絶対に運動部の

顧問をやらなくてはいけなくて、「あなた空手をやりなさい」と言われ、8 年ほど空手道部の顧問をや

りました。子どもたちと一緒に稽古をやり、8 年経って空手の経験者が学校に来たら、「君はフットサ

ルをやりなさい」と言われ、30 代が終わるころからフットサルの部に顧問になります。見たことも聞

いたこともないスポーツでしたので、本を読みながら勉強を始めました。いろんな方にご縁をいただ

き、教えを乞う機会がございました。なんの因果か、TFA フットサル委員会のユース部会でもお手伝

いをさせていただくようになりました。 

 

◆東京都におけるユースフットサルの現状と課題－スケジュール問題を中心に 

東京都ではいま、男子が U-15 リーグと U-18 リーグを、それぞれ 1 部、2 部の 2 部制でやっていま

す。U-18 リーグから申しますと、1 部が 7 チーム、2 部も 7 チーム、計 14 チームです。U-15 の方は 1

部が 7 チーム、2 部が 9 チームの計 16 チームで運営しています。実はチーム数はここ数年で減ってき

ました。特に U-15 リーグで参加チームが減少していることが、いま抱えている課題です。 

一方、女子ユースリーグも 3 年前からスタートしました。こちらはどちらかというと十文字中学・

高校のように、フットボールで名を上げるんだという女の子と、高校に入って初めてボールを蹴りま

したという女の子が戦う、ある意味壮絶なリーグ戦ですけれども、こちらの方でも最初 8 チームから

スタートし、3 年目の今年では全部で 11 チーム。フットボールをしたいという女子選手の需要はある

んだろうなと感じています。チーム間の実力差はありますが、和気あいあいとリーグ戦が行われてい

ます。来年度からは 1 部・2 部制に移行する案が進んでいます。 

先ほどの中塚先生のスライドを用いて年間スケジュールをみていきたいと思います。 
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ユースリーグは 5 月にスタート

し、年明けのリーグチャンピオン

ズカップに間に合うように日程が

組まれているため、12 月までリー

グ戦が続きます。U-18 は同じチー

ムと 2 回対戦します。U-15 は一巡

して上位リーグと下位リーグに分

かれで戦う形が現在のフォーマッ

トになっています。U-15 も本来で

したら二巡したいところですけ

ど、図を見ておわかりのとおり、

またここまで登壇された方がおっ

しゃられたように、サッカーとの

日程の兼ね合いがどうにもならな

いところがあります。U-18 につい

ては、リーグ戦には例えばフウガドールすみだファルコンズやペスカドーラ町田などのフットサルの

専門チームと高校のフットサル部が属しています。すなわち完全にサッカーとは分化しています。サ

ッカーもフットサルもやっているチームはほぼないと思ってください。ただ、U-15、中学生年代に関

しては、サッカーもフットサルもやっている。どちらかというとサッカーのためにフットサルをやっ

ているチームと、例えば F リーグの下部組織でフットサルだけやっているチームが混在しており、や

はりどうしても日程が組めません。U-18 の方は何とか消化できますが、U-15 はどうにもならないとい

うような現状があります。 

リーグ戦に加えて TFA フットサル委員会ユース部会、私たちの方でも大会を開催しています。1～2

月の東京都ユースフェスティバル、夏の東京都フットサルチャレンジです。こういったところでなる

べく裾野を広げ、短期間のカップ戦に出てもらい、その先にリーグに参加はいかがですか？とお声が

けをしています。しかし大会に参加するハードルが高い。その理由は、まず日程が被るというのが一

番です。そして、例えば夏のチャレンジを今年も 8 月にやらせていただきましたけど、ここに普段は

高校でサッカーをやっているチームに対して「フットサルどうですか、いい機会ですから体育館でや

ってみましょう」と声をかけました。結構集まってくださるんです。ここで初めてフットサルを経験

するチームが 12 チームあったと仮定しますと、日程と会場の都合で、どうしても普段フットサルをや

っている子たちが出られなくなるんです。人数が多めのチームでは、普段のリーグ戦ではなかなか出

場機会に恵まれないけど、短期間のカップ戦ならチャンスがあるという生徒も一定数いるのですが、

そういう子の出場機会を奪われてしまうという、本末転倒というのが今年感じた課題でした。 

とにかくサッカーとフットサルのリーグ戦をどううまくスケジュールするかは大きな課題です。ま

た、リーグ戦はちょっと難しいけどカップ戦だけでも出てみよう。例えば 1 月の都ユースフェスティ

バルには、これまでも駒沢高校や國學院久我山高校、U-15 までしか常設チームを持たない町田 JFC も

この大会のために U-18 チームを編成して参加してくださっていますが、これももし高体連の新人戦が

伸びてしまうと、普通のサッカーチーム、高校の部活動のサッカーチームはますます難しくなってく

るのかなと思うところがあります。 

 

◆会場確保と会費負担の問題 

とにもかくにもまず解決しなくてはならないのは会場確保ですね、会場がどうしても取れません。

東京では民間施設をお借りして試合を行いますが、1 時間で 1 万数千円かかります。するとどうなるか
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というと、例えば 7 チームリーグだと、試合数とかかるお金を算出して、頭割りするわけです。12～

13 万円プラス審判代がかかります。これまで U-15、U-18 リーグを別々の組織でやっていた時代があり

ました。2 年前に統合というか、一つにまとまってみんなでやるようになりましたが、それまでは、例

えば U-18 はお金がないし場所もないからランニングタイムでやりましょう。U-15 はプレーイングタイ

ムでやりますけどその代わり参加費は高いですよ、となっていました。連盟の傘下になり、U-18 と U-

15 が一緒になったときに、フットサルなのだからプレーイングタイムでやりましょう。審判も TFA 審

判部から派遣してもらいましょうとなりました。競技レベル、試合の質自体は上がっていますけど、

その分参加費が増えてしまった。14～15 万円かかってしまい、加えて個人登録料やチーム加盟費がか

かりますから、先ほどの話と同様、お金がかかりすぎるところがあるかなと思います。それが新規参

入のハードルになっています。 

リーグ戦でも大会でも 2 チーム出したいという気持ちはありますが、顧問が一人しかいないので男

子も女子も参加は無理だとか、あるいは 2 チーム出したらカレンダーで空いていた日が全部埋まっち

ゃうとか。ここにいらっしゃる方は多分「しょうがないよね」って思われる方が多いと思いますけ

ど、例えば教員になりたての若い顧問の先生に「そういうもんだから」っていうのはもう通用しない

時代になってきました。 

それと子どもたちも、いろいろやらなくちゃいけないことが増えてきました。中学生も高校生もそ

うです。例えば大学入試に必要になるので、英語の外部試験を受けに行かないといけない。日曜日に

試験があります、土曜日の放課後に試験があります、というケースが増えてきていると思います。 

クラブチームの選手で言うと、土曜日に試合があった場合、通っている学校では公欠が取りづら

い。理由のある欠席となってしまい、なかなか大会に参加しづらいということも聞いています。 

もちろんユース部会の方で「お願いします」というのは出してはいますけど、OK してくださる学校

とそうでない学校があるということす。 

話が飛び飛びで申し訳ありません。加えて 2 月に、東京都フットサル連盟主催の大会も 3 年前から

始まりました。男子の高校選手権と女子ユース選手権です。女子の方は、普段のリーグ戦が学校チー

ム主体になりますので、クラブチームと一緒の大会。男子の高校選手権は、高校部活動チームだけの

大会です。例えば錦城高校もそうですが、フウガさんや町田さんなど、トップレベルのチームと戦っ

ていつも負けてばかりいるので、高校だけでチャンピオンを決めましょうという大会です。大会を作

ってくださるのはありがたいんですが、もうどこに何が入って誰がやっているのという状態になって

しまっています。大会が増えるのは嬉しいのですが、U-15 リーグの選手を見ていると、この子たちは

いつ休んでるのかなと？と心配になってしまいます。男子も女子もです。交通整理は必要だなと考え

ています。 

東京都の問題としましては、どのように日程を消化していくか、その上でサッカーとどう兼ね合い

をつけていくかということが挙げられます。そして、少ない会場、それに付随してかかってしまう負

担、費用をどうしていくかということが問題になっているかと思います。 

ただ、やはり需要はあると思います。今年 8 月の都チャレンジ U-18 に参加してくれたサッカーチー

ムの子たちもすごくいい顔をして、初めて体育館でやりましたという子もいました。とても楽しそう

に帰っていったので、サッカーとフットサルが対立するのではなく、両立というか共存ができていっ

たらいいなというのが、東京都の一員として思っている次第です。 

 

中塚：どうもありがとうございました。東京都の U-18フットサルは、TFAフットサル委員会ユース部

会がリードしてきました。フットサルの組織としては東京都フットサル連盟がありましたが、連盟は

どちらかというと大人のカテゴリーにのみ注力していたのですが、ユースリーグを傘下に収めたあた

りからユース年代にも力を注いでくれるようになりました。東京都ユースフットサルリーグは、最初
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は DUOリーグ同様、自主運営、手弁当でやっており、参加費も無理のない範囲に設定されていたので

すが。2016年度から連盟参加となり、加盟費、登録料、公式の派遣審判にかかる費用などがかかるよ

うになり、参加費が随分上がった経緯があります。 

 

石井：いいことではあるんですけど、審判の資格が、それまでは 4級だけ持っていればよかったので

すが、学校ないしはクラブ単位で 3級審判員が絶対必要となりました。取ればいいじゃんって話なん

ですが、それができるところと、それをハードルに感じてしまうところがあります。そんなに大変だ

ったら出るのやめようというところが増えてるのも実情ですね。 

 

中塚：という東京の悩みの姿です。どうもありがとうございます。 

大友さん、お待たせしました。ここまで話を聞いてもらっていましたが、大友さんが用意してくだ

さった、U-18のフットサルがいまどの方向に向かおうとしているのかについてお話しください。 

 

 

Ⅳ．ユースフットサルのゲーム環境を考える（大友洋介） 

皆さんこんにちは。神奈川県武相高校のフットサル部の大友です。どうぞよろしくお願いします。 

今日は関東連盟、また日本連盟の U-18 ワーキンググループのリーダーとして話をせよと声をかけて

いただきました。私は武相高校の教員ですが、本日は湘南工科大学附属高校で、つい先ほどまで自チ

ームのリーグ戦の試合があり、ちょうど終わったところになります。昨日、関東 U-18 フットサルリー

グチャンピオンズカップの開幕でした。関東だけでなく神奈川も今がフットサルシーズンとなります

ので、今日が神奈川県 U-18 フットサルリーグ、明日は関東 U-18 チャンピオンズリーグ神奈川開催、

17 時までが関東 U-18 リーグ、17 時から 21 時が神奈川県 U-18 リーグといったスケジュールでやらせ

てもらっています。 

湘南工科大学附属高校では学校が試合会場を提供している点がリーグ運営にとって非常に大きいで

す。年に 1 回はお願いしたいと伝えています。例えば 8 チームが参加するリーグで、8 チームが 1 日程

ずつ会場を提供すれば、実はそれでリーグ戦の会場確保は成立するのですね。バスケ部とかサッカー

部もそうですし、グラウンドを持っている学校だったら会場確保に苦労はしないのです。ただフット

サルは、会場確保の面では大いに苦労する競技で、これが 18 年続いた今も神奈川の延べ 18 チームで

やっている中で、会場提供が実現できているのが 1 チームだけというのが現状です。 

 

◆日本フットサル連盟 U-18 ワーキンググループにて 

スライドを出してもらったので、

「フットサル U-18、 U-15 年代のゲ

ーム環境を整える」ということで話を

させていただきます。 

2023 年 11 月より日本フットサル連

盟（JFF）の U-18 ワーキンググルー

プリーダーに就任しました。プロジェ

クトとしては 2021 年からやっていま

す。本来でしたら今年度、2025 年度

が改革元年となったはずでしたが、4

年もやって足踏み状態です。 
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JFF に声をかけてもらったとき、U-18 の選抜大会を復活させたいというのが私なりの結論で、ここ

までやって参りました。JFF の都合で理事が大幅に入れ替えになったりして足踏みはしてはいますが、

日本中のフットサルに関わる人の共通認識は、アンダー世代を育てなければこの競技の未来はないと

いうことです。 

育成年代の現状課題をまず挙げさせてもらいました。先ほどの橘先生のお話と石井先生のお話を非

常に興味深く聞かせていただきました。私は武相高校フットサル部顧問という、フットサル専門チー

ムとしての視点でカレンダーを見ているという点が、ちょうどサッカーを主に活動する橘先生とは対

極のカレンダーの見方をしているかと思います。 

 

◆U-18 年代について－カレンダーの見直し 

ここに書いたとおり、例えば全日本 U-18 フットサル選手権に出場するだけだと、フットサル専門チ

ームにとっては、都道府県によっては年に一回のこの大会しかないということになります。育成年代

において、年に一度だけでフットサルの専門チームの活動環境が成り立つはずがありません。F リーグ

に U-18 チームを持つことを義務づけても、試合する相手がいないのです。相手は大人になります。結

果、U-18 ゲーム環境を整えない限りは、大人のリーグに参加するしかない。強化という点では大人の

リーグに参加するのは問題ないのですが、フットサルを本気で普及発展させようというのであれば、

年に 3 回は U-18 年代だけの大会がないと、フットサル専門チームのカレンダーは埋まらないのです。 

サッカーチームがどこに隙間を見つけるかに一生懸命な一方で、フットサル専門チームはどうやっ

てカレンダーを埋めていくかがポイントになっています。その中で、目標を定めてリーグ戦をするな

ら、長野の U-18 リーグチャンピオンズカップのような大会が必要です。 

また、どんなチームにもタレントはいます。自チームで活躍するだけでなく、将来の日本を背負う

ような選手は、サッカーも含め、どこに埋もれているかわかりません。日本代表を目指すタレント発

掘という観点とフットサルの普及発展の観点から、地域選抜大会も不可欠だと考えています。 

 具体的には、関東は関東でチャンピオンズリーグをやり、かつ選抜大会をやる。その先に全国大会

を作りたいということになります。 

 

＜育成年代の現状課題－年に一度だけの大会（現状緑色だけのケースがある）＞ 

 

 

サッカーをやってないチームにとって年に一度だけ、全日本選手権の県大会、地域大会、全国大会

で終わりです。上図緑色で示したところです。それも関東や全国というのは、勝ち抜いたチームしか

出られません。ほとんどのチームは、1 年で 1 ヶ月それも 2、3 日しかカレンダーが埋まらないので、

どこでカレンダーを埋めていくかが課題です。フットサルとしても、6 月から 1 月までリーグ戦ができ

る期間となりますが、サッカーの U-18 リーグと丸かぶりのスケジュールです。東京都でも石井先生が

同じことを指摘されていました。東京と神奈川はカレンダー的には全く一緒です。東京都モデルを参

考に私がスタートしたので当然ですが。ただ、フットサルの視点でカレンダーを見ていくと、いま一

番チャンスと思えるのは 7～8 月です。フェスティバルがあるという話が富山県で出てきましたが、率

直に言って、夏に開催されるフェスティバルに出場したチームにはペナルティを課すべきではないか
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と考えます。JFA 主催でなければやってもいいのか、それとも 7～8 月は活動自体しない方がいいとな

るのか。これは JFA 云々ではなく、熱中症でもし何かあった時には 100%事業者、我々で言うと学校

の責任で罰則の対象になるというように今年度からルールが変わっています。そう考えると、屋内で

行うフットサルで 7～8 月にカップ戦をするというのはチャンスが大きいのではないかと思います。 

もう一つ、いまオレンジで示している 10～11 月で関東 U-18 リーグとあります。いまは 11～12 月

と、当初より 1 か月後ろにずれています。長野の大会に代表チームを出す上では苦労しますが、サッ

カーチームの出場を促すには、11 月の高校サッカー選手権予選が終わった直後にリーグ戦も終わるの

で、地域ごとのフットサルのチャンピオンズリーグをやるには 11～12 月がチャンスです。黄色で示し

た二つの全国大会は、まさにサッカーのオフシーズンのところですね。 

そして 3 月はオフシーズンではないのですけれど、全国 U-18 選抜。サッカーのリーグ戦は近年、3

月が開幕月になっているようですね。ただ、3 月に全国選抜大会を持ってくることで、オフシーズンに

予選を持ってこられます。オレンジで示した関東選抜大会。この大会が 2 月にあれば、選抜チームの

準備は 11 月末から 12 月、1 月になり、ここがトレセン活動の期間となります。地域によっては、橘先

生がおっしゃるように指導者不足のケースもありますが、選抜チームとして、例えば県内でサッカー

やっている選手でも、フットサルに興味がある選手がいたら出してもらう。選抜チームに関わること

で、選手を通してフットサルを広めることも可能です。また選抜活動は、地域や県の中でフットサル

を教えられる指導者に担ってもらうことができます。 

カレンダーについては、サッカー主軸だとフットサルチームはどうしていいのかというところがあ

ります。スケジュールが埋まらず、スカスカのスケジュールに、サッカーに寄せていくしかないの

か。それとは逆に、フットサルのスケジュールを中心にしてしまえば、サッカーチームはフットサル

チームのスケジュールに合わせて出るしかないのか。この交じり合わない部分をどうすればいいの

か。進行方向は違っても到達点を揃える。これが全国大会の役割だと思います。 

なので、私は JFF で 2 つの全国大会を。まずは 3 月の U-18 選抜大会を何としても復活させたいと話

しています。最短だと 2026 年度ですから来年度。来月の JFF 理事会等でどうなっていくかですね。先

ほどは「足踏みしている」と言いましたが、新東名高速道路の開通（2027 年度）よりも前に実施でき

ることを目指しております。 

悠長なことは言っていられません。2017 年度の和歌山でやった選抜大会が、JFF 主催での最後とな

ります。その時 18 歳だった子たちはいま 26 歳です。冷静に考えればゾッとするような出来事で、10

年足踏みしています。いまは 25～28 歳の子たちが日本代表で半分ぐらい、ユース選抜大会の出身者で

す。選抜大会を経験してフットサルの面白さを感じた子たちが代表の中枢を担っています。これから 

5 年先、10 年先は、選抜の全国大会がなかった世代が中心となり、どれだけが代表を背負ってくれる

のか。もしくは F クラブのユース出身選手だけの日本代表になってしまうのか。ちょうど熊本の鶴田

先生もいま参加されていますが、本石選手のような選手が発掘されるチャンスがなくなっていくので

はないか。そうならないことを目指して、一刻も早く選抜大会を実現したいと考えて動いておりま

す。 

あとはお金の問題です。数百万単位の予算がクリアできるか。北海道の荒川さんもよくご存知だと

思いますが、選手の旅費を補助してくれなくていいですという 9 地域の同意を得ただけでも、200 万程

の予算を減らすことができます。全国大会の目標金額 400 万が 250 万まで下がっています。最初は

1,000 万という数字だったのですが、いかにお金をかけずに運営するか。そしてスポンサーがついて、

その後だんだん金銭負担が減っていく形でもいい。若い世代のチャンスをつぶさないでほしいという

のがワーキンググループメンバーの共通認識でした。 

地域チャンピオンズリーグについですが、関東でちょうど昨日開幕したところです。都道府県によ

っては強いチームが 1～2 チームだけで、その 2 チームにしてみれば、8 チームでリーグ戦をやって
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も、2 試合はいい試合になるけど残りの 5 試合は 10 対 0 で勝ち続けて終わってしまう、これが健全と

言えるのか。神奈川の阿久津貴志さんはよくこの言葉を用いられますが、彼が言いたいのは、リーグ

戦というのは僅差で競い合ってこそじゃないかと。僅差で競い合い、切磋琢磨できる環境を作ろうと

いうことです。一方で各県から必ずチームを出してほしいという普及面からの要望とは矛盾する部分

もありますが、関東 U-18 リーグは今年で 4 年目が実施されています。 

 

◆U-15 年代について－各地域での選抜大会とカップ戦を 

U-15 では 8 月に選抜大会を持っていきたいと考えています。ただこれも一つ心配なことがありま

す。それは、全日本 U-15 フットサル選手権大会都道府県予選が多くの率で 7～8 月にずれ込んできて

います。暑熱下で夏にサッカーができないのなら、JFA の冠がついた U-15 選手権大会の予選は 7～8

月にやろうというのは賢明な判断だと思います。神奈川でも今年は 8 月にずらして、以前は 9～10 月

にやっていたのを前倒ししました。それでもこれまでのカレンダーを参考にして、8 月のお盆明け、も

しくはお盆期間中に選抜大会ができると判断して開催しています。夏休み期間は学校がないおかげ

で、選抜の練習は平日の夕方など、普段クラブ活動をやっている時間に実施できます。もしくは平日

の午前中です。学校の先生もクラブチームの指導者も、夏休みは平日午前中に動きやすいので、短期

集中でフットサルトレーニングを実施しやすいこともあり、夏の選抜大会を継続していこうと考えて

います。 

 

U-15 の全国大会についてはまだどうするか決めていませんが、年度末に地域チャンピオンシップを

やりたいと考えています。リーグ戦のチャンピオンに絞らず、何でもいいから予選をやってくれれば

チャンピオンシップに出場可能です。短期間のカップ戦でもかまいません。1～2 月に U-15 のカップ戦

をやりませんかと。3 月は関東などの地域ごとにシンプルに大会を実施したい。 

例えば北信越 U-15 フットサル大会や関東 U-15 フットサル大会、それに地域協会と連盟の主催大会

ができると、普及育成の意味合いが強くなるのではと感じております。実際、サッカーの方をなぞっ

てみれば、関東で終わる大会って何のためにあるのと言われることがありますが、それはサッカーが

普及の段階を過ぎているからであり、おそらくいま、フットサルにとってはちょうど必要な立ち位置

にあるのだと感じております。 

 

◆U-12 年代について－フットサルを知ってもらうために 

U-12 は逆に、カレンダーの隙間さえ見つけたらやっていくといいのではないでしょうか。いま神奈

川では、8 月に東京や静岡と U-12、U-15 の 2 カテゴリーで交流大会を開催しており、2 月にもう一回

やろうと話を進めています。ちょうどサッカーがオフシーズンになってきたところです。暑熱環境と

か寒冷環境というのもあって年 2 回、やりやすい時期にやりましょうと。 

U-12 にはフットサルを知ってもらいたいということが全てですね。もともとフットサル場でサッカ

ーをしているチームはたくさんあります。特に東京や神奈川のチームはほとんどサッカー場でなく、

フットサル場でサッカーのトレーニングをしています。せっかくなのでフットサルを知ってもらおう
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ということで、スケジュールさえ合えば積極的に参加してくれるチームが多いです。U-12 の事業では

トレセンを含めた交流大会を積極的に開催し、フットサルの認知度を高めていきたいと考えます。 

 

現在、私が取り組んでいるプロジェクトとしては以上です。ありがとうございました。 

 

中塚：日本全国にさまざまな地域事情がある中で、全体のスケジュールをどうしていくかを考える大

変なミッションに取り組んでおられる大友さんでした。選抜大会を何とか復活させようという思い

は、ひしひしと伝わってまいりました。それをどこに置くかですね。ありがとうございます。 

では本多さんから、全国各地の様子、第 10回大会に向けてのところをご紹介いただき、最後は全体

で意見交換、ディスカッションしたいと思います。 

 

 

Ⅴ．U-18 フットサルリーグチャンピオンズカップの 10 年（本多克己） 

ご紹介いただきました本多です。ホンダカップというフットサル大会をやったり、兵庫県のサッカ

ー協会、フットサル連盟の理事をやったりしておりますが、今日は NPO サロン 2002 の副理事長とし

てお話をさせていただきます。 

今日のひとつのテーマでもあります U-18 フットサルリーグチャンピオンズカップ。これが本年度で 

第 10 回。節目を迎える大会になります。もともと大友さんから、U-18 の大会を作ってよとけしかけら

れたり、あとはサロン 2002 のメンバー、中塚さんとかと、フットサルを日常的にプレーできる環境を

作っていこうということで大会を作ってまいりました。私どもとしては大会を作る、企画する、提供

するという立場で、そこに大会に参加し、一緒に大会を作っていただくということを 10 年間やってき

たわけです。ご協力くださった、参加してくださった皆さんに改めて感謝申し上げたいと思います。 

 

◆過去 9 回のあゆみ 

各大会の優勝校はさきほどご覧いただいたので、ここではリーグランキングという形でまとめたも

のをお見せします。優勝 5 点、準優勝 3 点みたいな形でまとめたものです。 

第 1 位は東京が断然トップで、これに神奈川、静岡等が続いてくるという形です。 

第 1 回大会は 8 チームでスタートしました。東京、神奈川などのほか、富山も第 1 回から出場して

います。静岡で開催し、静岡の HERO が優勝しました。 

第 2 回大会は名古屋のオーシャンアリーナで開催し、愛知県のサントスという、日系ブラジル人を

含むチームが優勝しました。 

第 3 回から長野県千曲市に会場を移して開催しています。第 3 回の優勝は京都橘高校、サッカーの

強豪校です。サッカー部からフットサルをプレイする選手が出て優勝を勝ち取りました。 

第 4 回大会から第 7 回は 16 チームのノックアウト方式で行われ、第 8 回大会からはグループリーグ

と準決勝・決勝という形で 3 日間の大会となりました。運営の方の負担は大きくなりましたけど、長

野 FF のご協力で大会を行ってきております。 
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◆各リーグの紹介 

では各リーグのご紹介です。 

  

  

 

東京は全大会出場です。5 年連続、5 回の優勝です。最初のころは東京、神奈川が優勝できない年が

続いていましたけど、このところ東京が連覇を続けています。リーグ参加は 14 チームです。神奈川も

出場 10 回ですが、意外なことに優勝がなく準優勝が 5 回。リーグ参加は 18 チームで最大規模です。 
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続いて優勝経験のある 4 リーグがランキングでも上位です。静岡、愛知はいずれも 10 回出場です。

大阪は本年度はリーグ戦ができておらず、出場 8 回となっています。第 4 回大会でシュライカー大阪

が優勝しました。京都は出場 9 回で、京都橘が優勝しています。富山と同様に高体連のサッカー部が

出場しているのも特徴です。 

先ほど橘さんからご紹介あった富山も全ての大会に出場しています。リーグ参加も 13 チームという

ことで、東京、神奈川に次ぐチーム数です。よく地方の皆さんからは、東京、神奈川はいいですよね

と言われるのですが、いやいや富山でも熊本でもしっかりリーグできていますよというような素晴ら

しいモデルを作っていただいています。兵庫も第 1 回から連続出場しています。いまは 4 チームとい

うことでチーム集めには苦労していますが、しっかりと運営してくれています。埼玉は出場 7 回で

す。東北は聖和学園の準優勝が一度ありますが、ここ数年はリーグ開催ができていません。 

続いて北海道です。ベスト 4 に入ったことがあります。今年度は 6 チームで運営されています。熊

本は先ほど話しましたが第 1 回大会から連続出場で、リーグも 9 チームでしっかり運営をされていま

す。長野はホスト県となりますが、全大会出場で 6 チームでのリーグ開催です。千葉は最近の 3 回に

連続出場で、こちらも 6 チームで開催されています。 

ざっとリーグの 10 周年と、出場いただいているリーグのご紹介をいたしました。 

現時点で全国 9 地域での開催にはなっておりません。四国、中国ではまだです。このような状況で

すので、JFA、JFF に主催してもらえるような段階にはまだないと考えています。 

先ほど大友先生の話にあったように、今後は JFF で主催していただくことも視野に入れておりま

す。NPO サロン 2002 としては、できることならこの大会を JFF で主催していただき、引き継いでもら

えればと考えています。 

もともと U-18 の大会がないところに単独チームの大会を作り、選抜チームの大会を作り、いまリー

グチャンピオンの大会を作ってきたのがサロン 2002 のこれまでの流れです。リーグチャンピオンズカ

ップを JFF に引き継いでいただけるのなら、それ以外にどういった大会が望まれているのか、サロン

2002 が担うべき、担うことが望ましい大会があれば、そういったところに力を注いでいきたいなと考

えています。 

今日は京都の小曽根先生にオンラインで参加いただいています。いまちょうど京都のリーグをしっ

かりと運営されているのに加えまして、関東リーグにならって関西リーグの準備をいただいていま

す。そのあたりをコメントしていただければと思います。お願いできますか。 

 

小曽根：京都の小曽根です。ちょっと周りが騒がしくてすみません。いま全日本フットサル選手権京

都予選会場の京都市体育館にいます。この後、1試合だけ体育館をお借りして、U-18リーグを 1試合

消化するのを待っているところです。ガットと莵道高校が、いまから全勝対決をするところです。周

りが騒がしくて申し訳ありません。 

京都は現在 7チームでリーグ戦をやっております。過去には、ご紹介いただいた京都橘高校の優勝

もありましたけど最近ちょっと優勝から遠ざかっているような形です。 

関西の方では京都と兵庫がリーグ戦をしていて長野の大会にも行かせてもらっていますが、奈良、

滋賀、和歌山、そして大阪でもリーグ戦ができておらず、U-18FLCCに行けていない現状があります。 

そこで関西でリーグ戦を作れないかということで、今年 1回ワンデー大会をやりました。12月 26日

にも 2回目やるつもりで予定しています。ペナルティスタジアム神戸でやらせていただく形です。さ

らにもう 1回できるといいかなと思います。2026年度から関西リーグの発足につなげられたらいいか

なと思うんですけど、始めるにあたり、一番そのあたりが大変かなと思うので、どう乗り越えていく

かということです。神戸国際大学附属高校の﨏田先生が中心になっていただき、小曽根がサポートし

ているといった感じです。 
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なかなか関東リーグのようにうまくはできていないんですけども、それに続いていけるように頑張

れたらなと思っています。 

この後、その試合のレフェリーするのでちょっと抜けます。 

 

本多：ありがとうございます。じゃあレフェリー頑張ってください。 

 

小曽根：ありがとうございます。 

 

本多：いまお話に出ました兵庫県の﨏田先生は、今日は大会運営があって参加できないということ

で、兵庫リーグからは私が代わりに出ているところです。 

先ほども言いましたけど、リーグチャンピオンの大会という器を作り、それに向けて皆さんが神奈

川でも京都でも兵庫でも、今日もリーグ戦を行っていただき本当にありがとうございます。これから

もしっかり大会を、10回大会に続いて開催していきたいと思いますので、引き続き皆さんのご協力を

よろしくお願いします。 本日はどうもありがとうございました。  

 

Ⅵ．情報交換－全国各地の状況 

中塚：どうもありがとうございました。ということで予定していたプレゼンはひと通り終了ですが、

残り約 30分あります。言い残したことや聞いておきたいこと、あるいは各地域の状況などを、少しず

つでかまわないので教えていただけるとありがたいのですが、ーどうでしょう。 

ではこちらからリクエストですが、熊本の鶴田さん、声を出せますか。 

 

鶴田：はい、いまーす。 

 

中塚：お久しぶりです。スケジュール問題などいろいろ出てきた中で、熊本が前期リーグ、後期リー

グを工夫してスケジューリングされている話を以前からお聞きしています。1月のリーグチャンピオン

ズカップには、年間チャンピオンではなく、前期のチャンピオンが出てくるようにされていると。そ

のあたりを、サッカーとの兼ね合いも含めて、熊本の状況をお聞かせいただけないでしょうか。 

 

鶴田：わかりました。熊本も U-18リーグは結構長くやってるんですけど、ここ数年で変化があったの

は、高校サッカー部の参加が増えたことで、サッカーのリーグ戦の形をフットサルにも取り入れてみ

るチャレンジをしています。いままでは運営サイドがスケジュールの提案をしていましたけど、ここ

数年は参加チーム間でホーム、アウェーの担当を決め、ホームチームからアウェーチームに対して何

月何日にここで試合やりませんかというような形で、チーム間で都合のいい日のやりとりをして、ス

ケジュール調整を練習試合のように組んでいけるようにしています。 

もう一つ。それをしやすくするために、リーグの最初にグーグルフォームで、何月何日マルとか何

月何日バツとか、学校行事があるところとかをあらかじめ把握したものを全体に流して、ある程度活

動できるスケジュール全体をチーム間で把握できるようにした上でスケジュール調整をしているとい

う形ですね。 

スケジュールについていまお話がありましたけど、熊本がちょっと特殊なのは参加費の方です。参

加費は、今年から U-18リーグの前期を 5,000円にしたんです。それは表彰の時のトロフィーを買う費

用だけです。会場費は試合ごと、その日の会場費をその日の参加チームで割る形にしました。そうす
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ることで、年度はじめにかかる費用がかなり軽減できました。会場費はチーム負担なので、連盟側も

計上せずにやっていて、かなり手間が省けたと思います。 

今年から始めたのが、鹿児島のチームと協力して肥後薩摩の「肥薩リーグ」を後期リーグの代わり

に入れたことです。オフィシャルの九州リーグにできたらいいなと動いています。「肥薩リーグ」も

鹿児島のチームと連携を取り、参加費ゼロにして練習試合のようにスケジュール調整をし、ジワリジ

ワリとオフィシャルの形式で運営を進めていけたらいいなという形でスタートしています。 

 

中塚：ありがとうございます。肥薩リーグは何チームぐらいでスタートしてるんですか？ 

 

鶴田：いま 9チームでスタートしています。鹿児島が 2チームで熊本が 7チームですね。 

 

中塚：両県の間の行き来があるわけですよね。結構大変そうな気がするんですが。 

 

鶴田：鹿児島の 2チームがかなり理解があって、フットワーク軽く「熊本に行きますよ」って言って

くださったので実現できています。ただまだ後期リーグの代わりに入れたので、いまから始まるとこ

ろです。次の機会に報告できたらと思います。 

 

中塚：リーグチャンピオンズカップには、以前は熊本でいう前期リーグのチャンピオンが出てくると

お聞きしていましたが、前期リーグは 9月から 12月ぐらいのイメージですか？ 

 

鶴田：そうですね。今年からは前期リーグという形ではなく、今までの前期リーグが U-18フットサル

リーグという形になりました。1回戦総当たりで、9月から 12月で完結ですね。後期リーグの代わり

に、いまから肥薩リーグが始まるというところです。  

 

中塚：なるほど、ありがとうございます。地域ごとにいろんな工夫をされている様子が耳に入ってき

ます。ではここから順不同で、こちらがお聞きしたい方に無茶ぶりします。 

バルドラール浦安の露木さんが入っておられます。千葉県リーグも、本当は数年前からやっていた

ようなこともお聞きしていますが、我々が把握し連携が取れるようになったのはごく最近だと思いま

す。千葉県の様子を、関東リーグも合わせてご紹介いただけないでしょうか。  

 

露木：千葉県のバルドラール浦安の露木と申します。千葉の状況としましては、ここ数年でプレリー

グからようやく形ができてきて、いま 6チームで実施しているところです。先ほど、東京と神奈川か

らどのようなチームが参加をしているか、というお話がありましたが、千葉に関しては他県とは異な

り、フットサル専門チームの参加数が少ないです。リーグに参加しているチームについては、高校の

サッカー部が、フットサルもしようということで参加をしてくるところが大部分です。6チーム参加の

うちの 1チーム、我々がフットサル専門のクラブチームで残りが高校サッカーの部活のチームです。

そういった現状ですので、どうしてもサッカーのスケジュールに合わせてチーム間で日程を調整して

やっていくという状況になっています。昨年度もそうですけれども、今年度に関しても、まだこの時

期になってもリーグとしては実施ができていません。年度の終わりに近づくところで開催しているリ

ーグというスケジュールになっております。 

先ほどいろいろ皆様からスケジュールの共有を画面上でいただきましたが、本当に 12月から 1月、

2月、3月と、年度の終わりにかけて実施しているリーグというところで、多少このスケジュール感
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が、皆さんのリーグと実施期間が違うのかなと思います。背景には、サッカーチームが多く、やはり

夏から秋にかけては日程が取れないというところがあり、後ろ倒しして実施しているところです。 

 

中塚：サッカーチームがフットサルをやるということになると、学校のサッカー部の関わりを考える

と、どうしても高校選手権予選が終わらないと始められないという状況だというところでしょうか。  

 

露木：はい、まさにおっしゃる通りです。あともう一点そこに加えると、千葉の U-18フットサル選手

権が、4月のかなり早い時期、年度が始まった早い時期に予選がスタートします。年度が変わるので 3

年生がいなくなったりすることはもちろんありますが、1～2月でリーグ戦をすれば、サッカーチーム

もフットサルにしっかりと触れた状態で 4月の選手権に向かえるということです。サッカーとフット

サルとリンクさせると、後ろ倒ししてスケジュールを組むところにもプラスなところはあるのかなと

思っております。 

 

中塚：いま言われた千葉県の選手権というのは全国大会の予選を兼ねた大会ということですよね。 

 

露木：そうですね。夏の全国大会の予選が、千葉では 4月、結構早い時期に始まるということです。

関東大会が 6月で全国が 8月というスケジュールなので、その一つ前にリーグ戦があるというような

組み方をしております。  

 

中塚：よくわかりました。 ありがとうございます。やはり全国大会をどこに置くのかが、各都道府県

のスケジュールにかなり関わってくる様子がうかがえます。 

愛知県協会の小板さんは声を出せますか。愛知の状況も教えていただけないでしょうか。 

 

小板：愛知県サッカー協会の小板です。愛知県の U-18リーグの状況としましては、今年度 5チームと

少ない中でリーグ戦を行っております。過去は 8チームほどあったんですけど、フットサルのリーグ

に参加できるフットサルチームの人数が減っており、チーム数も減ってきている状況です。それはま

ずいということで、先ほどまでの話にもありましたけど、愛知県としてもようやくというか、サッカ

ーチームにもフットサルもやってくださいということで取り組みを始めました。今年度、サッカーチ

ーム 1チームがリーグ戦に参加してもらっています。 

取り組みとしては、去年まで単独で参加していたチームが、先ほど話したように「人数が揃わない

ので今年は厳しい」というチームが 2チームありました。この 2チームを合同チームで参加してはど

うかということで調整し、合同チームを許可して 5チームというところでやっています。 

高校のサッカーチームを取り入れようというところで、名古屋オーシャンズの U-18チームはずっと

愛知県の社会人リーグに入っているんですけど、そちらの協力を得て、高校のサッカーチームに声を

かけ、高校のサッカーチームのフットサル大会を今年の 7月に 3日間行いました。先ほど話にあった

ように、サッカーチームにフットサルの面白さというか、サッカーの中でもフットサルの技術が有効

だよということを、大会をやることによって知ってもらおうという取り組みをしています。そこで愛

知県で U-18フットサルリーグをやっているという話をさせていただいたところ、参加チームの中から

数チーム、興味を持っていただいたチームがありました。来年度はそこから 3チーム参加してくれる

のではないかと期待しています。来年度以降もサッカーチームのフットサル大会を行い、少しでもフ

ットサルを浸透していこうかなと考えています。このような取り組みを今年度から始めているような

状況です。 
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U-18の選抜大会については、本多さんとか連盟の方々にお世話になっていますけど、神戸の方に毎

年なんとか参加するようにしています。今年も 11月から活動を始めようとしていますので、選抜大会

の方も継続して対応、活動しているような状況です。 

 

中塚：ありがとうございます。7月に高校のサッカーチームの大会を開かれたということですね。何チ

ームぐらい参加されましたか？ 

 

小板：のべ 20チーム近く参加していただきました。 

 

中塚：ニーズはあるということですね。これももしかすると 7～8月のサッカーの大会が外でできない

という状況で、冷房の効いた体育館ならという観点も併せてということでしょうか。 

 

小板：おっしゃる通りです。愛知県も全国に倣って夏の暑い時期は大会を中止しましょうということ

になりました。そのタイミングを見計らって計画し、7月の 3日間の連休を利用してサッカーチームに

声をかけて大会を実施したというところです。  

 

中塚：どうもありがとうございます。このような各地域の意欲的な取り組みをこういう場で紹介し合

うことが、他の地域にとってもプラスになると思います。 

北海道フットサル連盟の荒川さんは、いま電車で北海道へ戻っている途中だろうと思いますが、も

し声出せるようでしたらどうでしょうか。難しいですね。 

 

荒川：はい。いま電車の中です。長話をしたいのですが、難しい状況です。皆さんすみません。 

 

中塚：わかりました。移動中にすみません。ありがとうございます。ということで各地域の状況につ

いて、全地域というわけではありませんがご紹介いただきました。 

そろそろクロージングの時間が近づいていますが、数名からコメントをいただくことはできます。 

いきなりですが、足立学園高校の遠藤さん。DUOリーグの初期のころからサッカーを一緒にやってき

ている仲間がいらっしゃいます。日頃からサッカーにずっと関わり、サッカーだけで年中いっぱいに

なると思うんですが、フットサルとの融合、あるいはサッカーの中で見られる最近難しくなってきた

ことや新たな可能性など、遠藤さんなりに感じておられることをコメントしていただけないでしょう

か。感想でかまいませんので。 

 

遠藤：今日参加させていただいてすごくよかったなと思うのは、実はフウガドールすみだの監督がう

ちの OBで、小倉っていうんですけど。 

 

会場：おおおお。 

 

遠藤：サッカー部出身ですよ。プレーヤーとしては浦安に随分長くお世話になってたんですけど、

「先生優勝しました」っていう報告をもらい、「おめでとう」って言ってるんですけど、何の大会か

よくわかんなくて。いまいろんな資料を見せていただいて、こいつすげえ戦績を残してるんで、今度

うちの学校で一言しゃべらそうと思っています。 

率直な感想を申し上げますと、びっくりしたのが、フットサルのチーム数が減っているということ

です。どんどん増えているのかなと思ってました。というのは、中塚先生が立ち上げたサッカーのリ
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ーグ戦文化が全国に広まっていって（これは東京だけの事情かもしれませんけども）、強豪私立が大

規模化して、Bチームや Cチームがリーグ戦の上位を占めるようになり、弱小私立と人数の少ない都立

みたいな二極化になって、強豪大規模私立はフットサルもやっているのかなと思っていたんです。と

ころが全部がサッカーのリーグの中にはめ込めるので、フットサルは逆にやらないという現象が起き

ている。そうすると残ってるのは、都立の例えば 11人集まらないチームです。すると今度はさっきの

費用の問題が出てきます。大きい問題です。学校の理解も難しくなる。そういうメカニズムかなと、

勝手に思っています。 

これを解決するにはどうしたらいいんだろうと。もしかしたら部活動の地域移行の中にこの問題の

解決策があったりするのかなと思ってます。あとは、強豪私立のサッカーとフットサルの並行活動で

すよね。これは日本全体として考えなきゃいけないけど、私も私立の教員で、サッカーでの募集が経

営に関わってくる問題がありますので、一概には言えませんが「フットサル中心の部活動に変更し

て」と選手に伝えるのはなかなか難しい問題ではあるけど、どうにか整理がつくんじゃないかなと。

それをやるには連盟とか協会とか組織的な仕組みや働きかけも必要なのかなと思いますが、最後は

「人」なんだろうと思います。 

今日サロンに参加させていただいて感じたのは、中塚先生は全国にそういう人たちを育てる活動を

してらっしゃるというのに気がついて、私もすごく教えてもらっています。 

もう一つだけ気がついたことというか、東京だけ特別な事情ですごく困ったなあと思っていたの

は、グラウンドがなくてチーム数が多いということです。僕は出身が栃木でそういう環境で育ってな

かったのでびっくりしたんです。ただ、それは少子化の問題を考えると贅沢な悩みなのかなと今日思

いました。それと、フットサルを屋内の施設でやるのにこれだけお金がかかるというのも、恥ずかし

ながら初めて知ったので新鮮な驚きでした。 

玉生さん、T5が 13万とおっしゃいましたが、T1、T2はもっと高いですよね。 

 

玉生：そうです、26万円。 

 

遠藤：26万円。これぶっちゃけ言いますけど、T5だと協会から審判派遣していただきますが、俺の方

がうまいよと思うような方がいたりして。そんな事情も含めた金額なので果たしてこれが妥当なのか

と。私は地区トップリーグのままいくのがいいと思ってたので。ただ、公的にすることでメリットが

ある方もいらっしゃるということでこうなったんです。 

こうなると、昇格権があっても T5には上がらないという選択肢があってもいいのかなとも思いま

す。そこも少し考えつつ、地方の問題と東京の問題の質は違うんだけど、なかなか悩ましいなと思い

ました。そのあたりに気づけたので、非常に勉強になりました。参加させていただき、ありがとうご

ざいました。 

 

中塚：ありがとうございました。無茶ぶりにもかかわらず素敵なコメントで応じてくださいました。 

ではそろそろ最後に大友さんと玉生さんから締めのコメントを、と思ったら会場から質問があるよ

うです。望月さんお願いします。 

 

望月：僕はいまサッカーの現場から離れているので、高校生年代の状況がわからないんですけど、今

の話の続きです。強豪私学に人数がいっぱいいて、Bチーム、Cチームを作るのに必要な条件を確保さ

れているとなった時に、先ほど言われていた弱小私立と、都立高校でも部員が集まるか集まらないか

というところで、サッカー部の子たちのモチベーションはいまどんな感じなのかなというのを知りた

いんですけど。 
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例えば、もう 25年から 30年も前の話ですけど、僕の高校時代には、いまほど私立もこんなにサッ

カーに力を入れてるところはなかったですし、県立高校も、僕の場合静岡だったんですけど、学区で

学校が決まっていたので、強豪高校に行きたかったとしても行けない子がいっぱいいたんです。だか

ら結局、弱小と言われる高校にもモチベーションの高い子たちが、そういう制度のせいか一定数はい

たんです。いまは選択肢があって、モチベーションの高い子たちはいい環境を選べるような状況にあ

るじゃないですか。ではその他の場合、先ほど言った、弱小私立とか、人数がギリギリの都立高校の

子たちは、どういうモチベーションでサッカーをやってるのかなと思ったんです。 

例えば、そういう人たちは、部活動が地域移行したときに続ける子ってかなり少ないんじゃないか

なと僕は思うんですね。  

それがいいのか悪いのかはちょっと…。サッカー好きな人は人数が減って規模が小さくなったら、

それは寂しいなっていう思いもするでしょう。第三者的な視点で見たら、それはしょうがないんじゃ

ないかということで…。 

いまそういう子たちは、友達と一緒にやれるからいいのか、それともサッカーをやりたいと思って

モチベーション高くやってるのか、ちょっと知りたいんですけど。いまどんな感じなんですか？ 

 

中塚：最後になってとても重要な投げかけをいただきました。たぶんこれにタイムリーに答えられる

のは、橘さんじゃないかなと思います。このあたりを富山県高体連研究部で去年まで調査研究された

成果を、今年 1月の全国研究大会で発表していただいたので。短めにお願いします。 

 

橘 ：東京の話題ではないので申し訳ないんですけれども、富山の調査で、生徒たちは部活動で何を

求めるかということを調べました。その調査では、生徒たちは友達と一緒にいたいということでし

た。サッカーかどうかでクロス集計したわけではないのですが、運動部、文化部含めた全ての回答

で、まず求めているものは、自分の所属している部活の友達と一緒に過ごす時間を大事にしたいとい

うのが浮き上がってきました。 

サッカーをしたい子も当然います。いろんなニーズがあるのは当然ですけど、その子たちもやはり

自分たちの部活動だという誇りを持ってやっていたいという気持ちでやっていることはあると思いま

す。そういう子たちのために、我々もフラットにして対応しているところがあります。目の前のこの

子はどうかというのは、それで区別するわけではありません。有名でないとか、超大物だとか弱小だ

とかいろいろあるんですけど、その子たちもスポーツの中ではチャンピオンを目指してくると思うの

で、そういう子たちにしっかりと環境なり指導なりを与えてあげられるように準備します。しかしそ

の子たちの最終的なニーズとしては、仲間と一緒に過ごす時間、大事な時をともに過ごすというとこ

ろです。これは、これまで先輩方がされてきたようにしていく必要があると思います。そういう意味

で部活動の魅力は今でもありますし、今後形が変わってきても、部活動に所属している思い出は変わ

らないんじゃないかな。そこを大事にしていくことが、これから変わっていっても、学校の教員とは

思う方が必要なのかなということが去年度までの調査研究で見えたことです。 

 

中塚：どうもありがとうございました。 

では最後に大友さん、玉生さんから全体を通して一言お願いします。では大友さんから。 
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大友：本日は貴重な機会をいただきましてありがとうございました。いまちょうど長年リーグを共に

支えて頂いている湘南工大附属

高校フットサル部の顧問の阿久

津さんがすぐ隣にいます。長年

続けている中で、10年、20年と

フットサル専門チームも継続し

て活動しているのです。そうい

ったチームが中心でやっていく

側面を大切にしながらも、JFA

の方でもすごく話題になってい

ますけど、高校サッカー部やサ

ッカークラブチームにいかにフ

ットサルをやってもらうか。こ

れですね。この２つの側面は矛

盾しちゃうから難しいけれど、

その矛盾を何となく両方受け入

れていくような、フットサル独

特の難しさでありながらも、面白さと捉えて今後も続けていきたいと思っております。 

本日はどうもありがとうございました。  

 

中塚：ありがとうございました。では、玉生さん、お願いします。 

 

玉生：どうもありがとうございました。 

合同チームです。合同チームで満たしています。今の子たちは。数も多くなってきました。東京の

大会でも合同チームの参加が多くなってきましたし、地方の大会を見ても合同チームで出るところが

多いです。学校の先生に「合同チーム作ってやるか」と声をかけてくれたら「やりたいです」ってい

う子は多く、それで救われる子たちも多いんじゃないかなと思います。とりあえず今はそういう形

で、そういう環境を作ってあげられるんじゃないかなと思います。先ほどの質問についての私なりの

お答えです。 

 貴重なお時間をいただき楽しく話をすることができ、ありがとうございました。これからも高校生

にとって健全なサッカー環境の実現を目指して頑張っていこうと思います。その中でフットサルとサ

ッカーの接点が多くなり、融合する将来ができたら楽しいでしょうし、期待したいと思います。 

 

オンライン：たぶんホストが落ちたんですね。きっと。何かトラブりましたね。 

＜復旧＞ 

中塚：すみません。ホストの Zoomが落ちてしまったようです。オンラインの方、聞こえてますか？ 

集合写真を撮りたいので、もう 1分だけお待ちください。顔出せる方は顔出してください。 

では皆さんこちらへ。 

＜写真撮影＞ 

中塚：会場組はこれから街へ繰り出します。また第 10回大会でお会いしましょう。 

ありがとうございました。 

以上（文責：中塚義実） 


